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難
病
連
全
道
集
会
・
函
館
大
会

　
　
　
　
　
　
　

・

　

一

　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　

　

・
ニ

第
2
7
回
難
病
患
者
・
障
害
者
と
家
族
の
全
道
大
会

講演をされた石津順子先生

　

去
る
８
り
５
‐
、
６
‐
の
り
】
‐
間
に
わ
た
V

て
i
2
7
川
顧
北
海
辺
難
病
他
の
歌
道
集
会
が
函

館
巾
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
－
1
9
8
1
年
、
回
‐

函
連
絡
柚
「
ト
和
川
几
」
で
の
洋
ト
ぶ

1
6
年
．
ぶ
り
の
こ
と
で
す

　
　
　

８
川
５
‐
巾
、
々
万
卜
４
;
＾
函
館
国
際
ホ
テ
ル

　
　

の
1

_
;^
i
^
の
川
で
の
歓
皿
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

　
　

は
歌
道
冷
地
か
ら
約
１
０
０
れ
の
参
加
片
が
あ

・
．
り
・
―
し
た

　

歓
迎
の
挨
拶
．
火
賓
の
挨
拶
．
屹

杯
に
引
き
続
き
、
障
Ｉ
者
地
域
協
同
作
業
所
『
海

Ｉ
』
の
仲
間
と
職
ほ
で
構
成
さ
れ
た
「
i
i
‐
毎
」

に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
」
、
障
害
片
に
よ
る
ハ
ー
フ

の
演
奏
、
そ
し
て
民
族
歌
舞
川
こ
ぶ
し
座
に
よ

る
「
江
差
餅
っ
き
囃
ｆ
」
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
‐
｀
な
が
ら
、
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
、
参

加
者
回
卜
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
道
腎
協
閔

係
の
参
加
者
は
９
９
　
　
々
１
１
で
し
た
。

　

８
月
６
‐
門
腎
臓
病
部
会
の
医
療
講
演
が

北
海
道
教
育
人
学
函
館
枚
に
て
り
わ
れ
ま
し
た

道
南
吟
協
会
長
、
道
腎
協
会
長
の
あ
い
さ
っ
の

あ
A
l
'
'
-
ｄ
稜
郭
病
院
栄
養
Ｌ
石
津
順
．
Ｌ
光
生
に

気
る
「
透
析
心
社
の
食
巾
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
、
講
演
会
場
は
冷
房
設

術
も
な
く
、
風
通
し
も
悪
く
お
ま
け
に
Ｏ
Ｈ
Ｐ

　

（
ス
ラ
イ
ド
機
）
の
兌
十
る
熱
で
蒸
し
風
Ｍ
状

態
の
中
、
水
分
管
即
の
仕
組
み
、
蛋
白
質
の
摂

収
法
、
食
事
療
法
の
原
則
等
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
い
な

が
ら
。
分
か
り
易
く
ド
寧
な
脱
明
に
誰
。
人
席

を
包
っ
八
も
な
く
熱
心
に
講
師
の
話
に
茸
を
傾

け
ま
し
た
し
一
の
腎
臓
病
部
会
の
参
加
冴
は
6
5

名
で
し
た
。

　

ま
た
。
こ
の
部
会
終
ｒ
後
に
数
も
の
万
か
ら

道
南
畔
協
へ
の
加
人
申
し
込
み
や
、
資
料
請
求

が
あ
り
ま
し
た
、

　

な
お
、
講
演
内
容
は
次
回
の
「
ど
う
じ
ん
」

歓迎のあいさつをする桑鳥智義道南腎協会長

２



に
掲
載
予
定
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
会
場
を
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
移
し
て
全
体
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
鳩
会
狸
楽
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ハ

ン
ド
ベ
ル
・
歌
（
手
話
）
、
函
館
支
部
長
の
歓
迎

の
挨
拶
、
北
海
道
難
病
連
代
表
理
事
の
主
催
嗇

挨
拶
、
ハ
ー
キ
ソ
ン
友
の
会
と
膠
原
病
友
の
会

の
方
よ
り
患
者
・
家
族
の
訴
え
の
後
、
来
賓
よ

り
ご
挨
拶
・
激
励
を
受
け
、
北
海
道
難
病
連
伊

藤
た
て
お
専
務
理
嘔
の
鵬
調
報
告
が
あ
り
、
最

後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
朗
読
し
、
第
2
7
回
難
病

患
者
・
障
書
者
と
家
族
の
歌
道
集
会
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
　
　

（
報
告
一
中
野

　

龍
　
　
）

道
新
（
毎
週
水
曜
日
）
の
1
6
面
に
「
病
に

生
き
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
難
病
連
の

各
部
会
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
腎
協

も
１
１
月
の
末
か
ら
１
２
月
中
に
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

全体集会では各部会代表があいさつ

(難病連加盟団体一覧表)

｢日

　本
　筋
　ジ
　ス
　ト
　ロ
　フ
　イ
　１
　協
　会
　北
　海
　道
　地
　方
　本
　郎

日

本

ォ

ス

ト

ミ

Ｉ

協

会

札

幌

支

部

胆
道

閉
釧
症

の
ｆ
供

を
守

る会

北
海
道

支
部

全
国
パ

　｜
キ

ンソ

ン
病
友

の
会

北
海
道

支
部

全
国

心ヽ
臓

病
の
ｆ
供

を
守

る会
北

海
道
支
部

全

国

膠

原

病

友

の

会

北

海

道

支

部

全
国

肪

無

力

症

友

の
会

北

海

道

支

部

再

生
不

良

性

貧

iftL
患

者

と

家

族

の

会

乾

麿

の

会

あ
す
な
ろ
会

一
個
入
参
加

難
病
連
患
者

ぴ）
八ﾐ５

団

体

名

北

海

道

腎

臓

病

患

者

連

絡

協

議

会

北
海
道
小
鳩
会

－ダ
ウ
ン
症
候
群
親
の

会－

北

海

道

後

縦

靭
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化
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友
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会
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肝

炎

友
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会
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浬i
遊
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ね
嘔
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　｜
ン
詞
を

ぴJ
会

一
一fL
淘

道
１
Ｂ
Ｄ
－

北
海
道
Ａ
ＬＳ

－･
筋
萎縮
ft-

側
索
映
化
症一

反

in
会

プ－
マ
ク
吋-

ス

(/)
公

一
プ
ラ
グ

　｜

ウ
　ｆ
　リ

　1
1止
候
前
腕

ぴｊ
ぺど

日

本

リ

ウ

マ

チ

友

の

会

北

海

道

支

部

日

本

一.a
分

脊

椎

症

協

会

北

海

道

支

部

日
本
て

ん
か

ん
協
会

一
波
の
会－

北

海
道

支
部

団

体

名

も

や
も

や
草i

ぴj
贋1
抒

と
家

族

び）
会

北
海

道
ブ

ロ
ッ

ク

和
熟
児
網膜

痘i
から
r･

供
を
守
る
会
北
海
道
支部

北

海

道

べ
　１

チ

エ
ッ

ト

病

友

の

会

北
海
道

ヘ
モ
フ
ィ

リ
ア

一
血
友

病一

友

の会

北

海

道

バ

「

ジ

ヤ

｜

病

友

の

会

北

海

道

橋

本

病

友

の

会

北

海

道

低

肺

の

会

北

海

道

多

発

性

硬

化

症

友

の

会

北

海

道

側

冑

症

の

児

童

を

守

る

会

北

海

道

脊

髄

小

脳

変

性

症

友

の

会

団

体

名

３



伊
違
地
方
腎
友
会
会
長

　

天

　

沼

　
　
　

有
珠
山
噴
火
か
ら
４
ヶ
月
。
各

　
　

地
方
腎
友
会
、
各
病
院
の
患
者
会

　
　

の
皆
様
に
は
、
大
変
御
心
配
を
、

　
　

お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
力

　
　

強
い
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

　
　

伊
達
地
方
腎
友
会
、
被
災
患
者
、

　
　

家
族
よ
り
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼

　
　

を
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
予
知
連

　
　

見
解
と
し
て
、
終
息
の
方
向
と
さ

　
　

れ
て
い
ま
す
。
温
泉
地
区
は
、
半

　
　

数
以
上
の
ホ
テ
ル
も
、
再
開
さ
れ

　
　

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
復
興

　
　

の
一
方
で
は
同
じ
避
難
解
除
に
、

　
　

な
っ
て
も
家
に
帰
れ
な
い
住
民
も

　
　

多
く
お
り
ま
す
。
虻
田
町
の
経
済

　
　

事
情
も
あ
っ
て
、
こ
の
様
な
避
難

　
　

解
除
に
な
っ
た
、
と
も
言
わ
れ
て

　
　

い
ま
す
。
ま
た
、
伊
達
地
方
腎
友

。
・
。
会
。
の
‘
会
員
が
そ
の
中
に
３
名
も
お

忠

り
ま
す
。
始
め
か
ら
住
め
る
状
態

で
は
、
な
か
っ
た
人
、
一
度
帰
っ

た
が
通
常
の
生
活
が
出
来
な
く
て
、

避
雛
指
示
解
除
に
な
っ
た
地
区
で

も
。
仮
設
住
宅
に
戻
っ
て
生
活
を

し
て
い
る
人
な
ど
で
す
。
洞
爺
湖

温
泉
東
側
地
区
で
、
も
っ
と
も
早

く
解
除
さ
れ
た
の
は
、
道
道
洞
爺

湖
登
別
線
沿
い
の
１
部
で
あ
っ
て
、

斜
面
に
面
し
た
洞
爺
湖
温
泉
街
で

は
。
現
在
も
雨
が
降
る
と
、
除
灰

さ
れ
た
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が

再
び
ト
ロ
ト
ロ
状
況
、
山
側
の
部

分
を
き
れ
い
に
し
な
い
限
り
町
は

き
れ
い
に
な
ら
な
い
。
完
全
に
き

れ
い
に
な
る
に
は
時
間
が
か
か
る

の
は
わ
か
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

い
く
ら
除
灰
し
て
も
、
き
り
が
な

い
。
住
民
は
、
か
な
り
疲
れ
果
て

た
状
態
に
、
な
っ
て
い
る
。
現
在

も
山
側
地
区
は
、
大
半
が
避
雛
指

示
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

作
業
時
間
が
制
約
さ
れ
て
い
る
の

で
、
完
了
す
る
に
は
し
ば
ら
く
時

間
が
か
か
る
様
で
、
現
在
、
解
除

に
な
っ
て
い
る
地
城
は
、
ほ
と
ん

ど
が
商
業
地
区
で
、
解
除
に
な
っ

て
い
な
い
地
域
は
、
居
住
地
区
で

す
。
そ
の
中
で
、
2
0
0
0
世
帯

の
移
転
が
必
要
で
あ
る
と
、
虻
田

町
長
の
話
も
出
て
き
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
終
息
し
て
も
、
泥
流
が
危

険
と
言
う
事
だ
そ
う
で
す
。
2
3
年

前
も
、
泥
流
で
２
名
の
方
が
、
亡

く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
こ

の
地
域
は
。
き
わ
め
て
透
析
施
設

が
少
な
く
、
洞
爺
協
会
病
院
が
使

用
不
能
に
な
っ
て
透
析
患
者
2
4
人

が
各
近
隣
の
市
町
の
病
院
へ
転
院

さ
れ
て
い
ま
す
。
洞
爺
協
会
病
院

も
、
復
帰
し
て
も
透
析
施
設
は
も

た
な
い
、
と
言
う
事
が
出
て
き
ま

し
た
。
大
変
な
事
で
す
。
そ
ん
な

中
で
豊
浦
町
国
保
病
院
で
は
、
今

年
４
月
開
始
す
る
予
定
が
災
害
や

施
設
内
郎
の
関
係
上
、
半
年
遅
く

な
り
そ
う
で
す
が
今
年
の
1
0
月
よ

り
透
析
開
始
す
る
様
子
で
す
。
ま

た
洞
爺
村
に
あ
る
洞
爺
湖
温
泉
病

院
が
今
の
老
健
施
設
に
療
養
型
施

設
を
つ
く
り
、
今
年
の
1
0
月
施
行

し
来
年
1
0
月
か
ら
透
析
を
開
始
す

る
と
言
う
事
で
、
全
腎
協
理
事
佐

藤
利
國
、
伊
達
か
ら
は
、
天
沼
、

境
谷
、
倶
知
安
か
ら
牧
野
、
洞
爺

湖
温
泉
病
院
院
長
中
谷
玲
二
氏
、

　

一

事
務
長
畠
山
禅
氏
と
、
透
析
室
を

　

４

ど
の
様
に
つ
く
っ
て
良
い
か
ヽ
懇

　

・

談
を
し
て
来
ま
し
た
。
災
害
で
し

か
た
な
く
遠
く
へ
転
院
し
た
方
が

１
日
で
も
早
く
通
院
が
ら
く
な
。

安
定
し
た
透
析
が
出
来
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
全
道
の

透
析
患
者
の
皆
様
、
伊
達
地
方
腎

友
会
の
会
員
と
被
災
し
た
患
者
仲

間
が
こ
の
災
害
に
負
け
ず
に
、
頑

張
っ
て
い
る
所
を
、
見
守
っ
て
下

さ
い
。



有珠山噴火による被災者の皆さんへ

心より御見舞申し上げます。〈義援募金活動報告〉

○ご協力ありがとうございました

(道内関係分)

●

平成12年８月23日現在

地方組織名 募金額 地方組織名 募金額 地方組織名 募金額 地方組織名 募金額

札　幌 494.072 十　勝 117,331 浦　河 10,000 苫小牧 90.100

小　樽 93,500 北　見 20,000 (静内) 10,000 留　萌 20,979

旭　川 226.009 網　走 30,000 深　川 30,936 室　蘭 99,200

(士別) 5,000 夕　張 10,000 稚　内 8,458 合　計 1.602.048

道　南 136,453 紋　別 20,000 根　室 14.000

滝　川 31,895 江　別 20,430 釧　路 113,685

(全腎協集計分) 平成12年８月23日現在

’佃遠府県･’ 募　　金 都道府県 募　　金 都道府県 募　金

北　海　道 1.602.048 福　　　井 188,455 広　　　島 415,712

青　　　森 107.210 山　　　梨 184.402 山　　　□ 32,000

岩　　　手 20,000 長　　　野 283.980 徳　　　島 25,000

宮　　　城 106,131 岐　　　阜 70,000 香　　　川

秋　　　田 103,769 静　　　岡 80,000 愛　　　媛 184.763

山　　　形 10,000 愛　　　知 212,306 高　　　知 33.100

福　　　島 30,000 三　　重 50,000 福　　　岡 1.045.090

茨　　　城 227,950 滋　　　賀 359,605 佐　　　賀 79.236

栃　　　木 305,000 京　　　都 375,972 長　　　崎 824.945

群　　　馬 100,000 大　　　坂 1,012,183 熊　　　本 50,000

埼　　玉 200,000 兵　　　庫 3,248,654 大　　　分 198,536

千　　　葉 210,000 奈　　　良 483,438 宮　　　崎 136,701

東　　　京 1.163.726 和　歌　山 88,598 鹿　児　島 557,444

神　奈　川 536,577 鳥　　　取 11,408 沖　　　縄 62.319

新　　　潟 30,000 島　　　根 255,930 そ　の　他 43.800

富　　　山 255.378 岡　　　山 189.255 合　　　計 15.790,621

全腎協:50.0《〕0，道腎協:100.000、総合計:15,940.621

　　　　

－５－
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道
刄

　

今
年
２
月
1
7
日
の
道
新
の
朝
刊

に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
道
が
地
方

自
治
体
へ
実
施
し
て
い
た
医
療
費

の
補
助
率
を
毎
年
３
％
づ
つ
引
き

下
げ
５
年
後
に
は
一
律
5
0
％
（
現

行
6
0
％
と
6
6
％
の
二
段
階
）
と
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
平

成
1
3
年
度
か
ら
は
対
象
患
者
へ
の

所
得
制
限
を
導
入
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

医
療
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
の
は
、
乳
幼

児
、
母
子
家
庭
、
老
人

と
私
た
ち
の
よ
う
な
重

度
心
身
障
害
者
で
、
道

の
財
政
の
ひ
っ
迫
と
他

府
県
の
補
助
率
が
大
半

5
0
％
以
下
で
あ
る
事
を

理
由
に
あ
げ
て
い
る
。

　

す
で
に
４
月
か
ら
道

か
ら
各
地
方
自
治
体
へ

の
補
助
率
が
３
％
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
地
方

自
治
体
で
患
者
へ
の
自

勁00年月日

北心遭議一皿畏

腸佐

　

利大

　

皿

己
負
担
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
道
腎
協
で
は
地
方

自
治
体
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
患
者
へ
の
定
額
負

担
や
所
得
制
限
の
導
入
に
よ
り
、

負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
事

を
見
据
え
て
、
全
道
で
こ
れ
に
反

対
す
る
謂
願
署
名
活
動
を
展
開
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

鯵願譜休：ｔ魯道曹皿Ｓ患者差Ｓ章農會

・

　

m: uittti7u:T･ii-aiT-101

1

　

鯨:01I-MT-OI17

1●者ａ名：

　　　　　

●

辨Ｚ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

佳
禰介皿員

　

□二二‾‾i‾1

重度心身回番肴喊療費励成事業の

　

市町村への綱助奉夕|き下げ及び

　

所持制限導入に戻対する請皿書

<i≪aH>a由＞

　

又
、
各
地
域
腎
友
会
で
も
地
元

の
自
治
体
へ
所
得
制
限
導
入
に
反

対
す
る
謂
願
や
要
望
書
を
提
出
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

一
度
制
度
化
さ
れ
る
と
元
に
戻

す
事
は
不
可
能
に
近
く
、
水
ぎ
わ

で
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

逓糾皿●は．ｌ麗麗峡と皿・４身・盲者－癩ｌ●皿事鋼によ．て輿ＳＳ重も●（

「・でも．いつでも」魯塵が重けられるようになり．大き（蜀鵬しました．

　

嘱産．端内に値僅耳不全により人工濾新治塵を受けてい暴拿者は絢１万人魯りま

す．私たち端岬魯會の概貌は．高●化や員難画析による會俳廠、櫨皿病竹腎疸によ

る端折導入参が増えてＳ･l、風塵への倣暮はＳまる一方です．特に直内は広大なた

め通院賢など嘴輿に興瑞す６良・も大きな負譜とな７ています．

　

その上．・塵皿に・たな負皿が槽えることは．生謐の皿捧すら圓槽となり．あ端

はとても輿めることは出東ません．

　

つきまして瞳、亀進にと・てr●の剃』とも盲う/（き皿度心身障害者睡友費●威

事癩に胃する筝１魯皿いたします．

　　　　　　　　　　　

請願項

　

目

1.１度心會障害者区療費助成制度の市町村への醸助串引Fげを１めてｆ･さい．

２、皿度心命障冑者医療費助成制度の所得親筆４人をILめてＦさい．

６



・
＆室

蘭
で
通
院
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

″
サ
ポ
ー
ト
室
蘭
″
が
始
動
～
道
内
で
は
釧
路
に
っ
い
で
二
箇
所
目
～

　

平
成
1
2
年
５
月
1
8
日
、
室
蘭
地
方
腎
友
会
が

要
介
護
通
院
透
析
心
者
の
送
迎
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
サ
ポ
ー
ト
室
聞
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
事
業

は
６
月
１
‐
よ
り
開
始
さ
れ
１
ヶ
川
余
り
経
過

し
て
い
ま
す
。
事
業
形
態
は
、
会
員
及
び
。
般

巾
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
。
↑
カ
ー
送
迎
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

現
在
ご

●－

　

“●

’－ !11・ i91 7R;

ｆ
Ｉ
？

縁
者
が
3
6
名
で
す
。
こ
の
１
ヶ
月
間
に
４
３
２

回
の
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
サ
ポ
ー
ト
室
蘭
」
の
事
務
局
は
当
腎
友
会

嘔
務
局
内
に
置
い
て
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
透
析
歴
２
年
の
福
留
夕
起
ｆ
さ
ん
（
市

内
室
蘭
総
八
日
病
院
）
が
火
・
木
・
上
曜
日
を
担

当
し
、
川
・
水
・
金
曜
‐
は
会
長
の
佐
藤
が
担

当
Ｌ
、
他
に
臨
時
に
１
名
、
計
３
名
で
作
業
し

て
い
ま
す
。
『
サ
ポ
ー
ト
室
蘭
』
を
始
め
る
に
あ

た
り
当
腎
友
会
の
考
え
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
。
公
的
福
陸
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
あ
る
而

で
は
限
児
ハ
が
あ
り
、
私
た
ち
の
要
請
が
士
分
に

行
政
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
補
償
は
あ
り

ま
せ
ん
、
当
事
者
の
私
た
ち
も
、
で
き
る
I
)
と

か
ら
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
な
時
代
と
と
ら
え
、

私
た
ち
が
で
き
な
い
部
分
を
行
政
か
ら
提
供
し

て
も
ら
う
と
い
う
発
想
の
も
と
に
、
こ
の
事
業

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
「
サ
ポ
ー
ト
室
蘭
」
は
将
家

的
に
は
亜
イ
ス
の
利
川
者
や
他
の
障
害
者
や
難

病
忠
者
な
ど
も
利
用
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
へ
拡
人
し
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。
そ
の
た

め
。
こ
の
事
吏
に
対
す
る
室
聞
巾
か
ら
の
補
助

金
を
束
年
度
か
ら
受
け
た
い
と
考
え
て
交
渉
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
を

通
し
て
地
域
社
会
の
中
で
の
透
析
患
者
の
実
態

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
。
よ
り
豊
か
な
地

域
福
祉
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
訴
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

（
報
告
一
佐
藤
利
國
）

回
９
　

　

尚
、
旭
川
で
も
こ
の
８
月
2
0
日
に
道
内
で
は

３
箇
所
目
の
通
院
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
い
せ
つ

旭
川
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
次
号
で
紹
介
の
予

定
で
す
。

７



〈
苫

　

小

　

牧
〉

深
緑
の
樹
間
に

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
歓
声

　
　
　

７
月
２
日
剛
に
樽
前
の
ア
ル
テ

　
　

ン
苫
小
牧
に
於
い
て
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
　

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

朝
か
ら
気
温
も
ク
ン
ダ
ン
上
が
っ

　
　

て
青
空
が
広
が
り
。
絶
好
の
ス
ポ
ー

　
　

ツ
日
和
で
し
た
。
日
曜
日
と
あ
っ

　
　

て
か
な
り
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち

　
　

が
。
次
々
と
や
っ
て
来
ま
す
。

　
　

当
日
の
参
加
者
は
2
3
名
で
。
定

　

刻
に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
員
が
集

　

ま
り
ま
し
た
。
大
会
実
行
委
員
長

　

江
夏
医
院
の
八
巻
さ
ん
の
挨
拶
と

　

山
口
会
長
の
挨
拶
の
後
、
そ
れ
ぞ

　

れ
４
人
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
Ａ
コ
ー

　

ス
と
Ｂ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー

　

の
開
始
で
す
。
新
緑
の
樹
間
に
カ
ー

　

ン
と
玉
を
打
つ
音
が
響
き
ま
す
。

’
。
。
馬
力
声
も
間
近
に
聞
こ
え
ま
す
。

馮馮砧,21

　

・i－. ユ
工
．
Ｊ
．

Ｊ，J.J,

力
■

-
Ｔ
'
５
'

G

･

り･

Ｅ
ｊ
Ｌ
ｊ
り
・

汗
ば
む
肌
に
爽
や
か
な
微
風
が
と

て
も
心
地
良
く
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
を
解
消
さ
せ
て
、
心
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る

に
は
、
手
頃
な
コ
ー
ス
で
し
た
。

な
に
し
ろ
自
分
で
た
た
い
た
玉
の

距
離
だ
け
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
か
ら
、
私
な
ん
か
１
、

０
０
０
ｍ
以
上
も
歩
い
た
勘
定
に

な
り
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
後
は
昼
食
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
す
。
温
泉
に
入
っ

た
奥
様
方
も
合
流
し
て
、
和
気
あ

い
あ
い
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。

ひ
と
汗
か
い
た
後
の
缶
ビ
ー
ル
の

味
は
ま
た
格
別
で
す
。
ロ
ー
ス
肉

の
焼
け
る
間
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の

成
績
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
日
翔
病
院
の
丸
岡
忠
氏

で
グ
ロ
ス
5
6
で
し
た
。
パ
ー
6
6
の

と
こ
ろ
を
レ
ッ
ス
ン
ー
プ
ロ
並
の

ス
コ
ア
で
ブ
ッ
チ
ギ
リ
の
優
勝
で

し
た
。
準
優
勝
は
江
夏
医
院
の
松

本
武
直
氏
で
バ
ー
6
1
と
こ
れ
も
素

晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で
し
た
。
３
位

は
日
翔
病
院
の
藤
原
美
智
子
さ
ん

で
こ
れ
も
パ
ー
の
6
6
、
４
位
は
日

翔
病
院
の
菊
池
祐
宰
氏
の
6
8
で
し

た
。
会
員
の
み
な
さ
ん
な
か
な
か

や
る
じ
や
な
い
の
。
今
回
は
日
翔

病
院
に
あ
ら
か
た
入
賞
を
持
っ
て

い
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
副
実

行
委
員
長
の
丸
岡
さ
ん
か
ら
ま
わ
っ

て
き
た
成
績
表
に
は
、
結
構
大
打

ち
し
た
日
翔
病
院
の
佐
藤
妙
子
さ

ん
が
、
ど
こ
か
の
ホ
ー
ル
で
ホ
ー

パークゴルフ

ル
イ
ン
ー
ワ
ン
を
し
た
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
誰
に
で
も
す
ば
ら

し
い
記
録
を
出
せ
る
と
い
う
、
意

外
性
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
「
チ
ク
シ
ョ
ウ
、
俺
も

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
や
っ
て
み
た
か
っ

た
よ
ご

平
成
1
2
年
度

　

研
修
会
盛
大
に
開
催

　

４
月
2
3
日
間
平
成
1
2
年
度
の
研

修
会
が
巾
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開

　
　

一

催
さ
れ
た
。
前
日
の
ぐ
ず
っ
い
た

　

８

天
候
も
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
て
、
会

　
　

一

員
の
出
足
は
順
調
で
す
。
定
刻
の

午
前
1
0
時
に
は
、
6
0
人
入
れ
る
会

場
も
ほ
ぽ
満
員
。

　

司
会
者
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

苫
小
牧
腎
友
会
山
口
会
長
の
挨
拶
、

つ
い
で
本
日
の
講
師
は
管
理
栄
養

士
の
衣
斐
美
雅
ｆ
先
生
と
竹
中
ユ

キ
江
先
生
で
す
。
お
二
人
の
経
歴

紹
介
の
後
、
早
速
講
演
に
入
り
ま

し
た
。

　

最
初
は
衣
斐
先
生
で
。
王
子
病

院
の
患
者
さ
ん
か
ら
感
じ
た
、
食



’
・
“
事
硲
対
す
る
年
齢
差
に
よ
る
嗜
好

　
　
　

の
違
い
や
、
料
理
の
工
夫
な
ど
を

　
　
　

表
や
絵
資
料
を
使
っ
て
、
簡
潔
に

　
　
　

と
て
も
判
り
易
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

透
析
患
者
に
と
っ
て
の
食
事
療
法

　
　
　

は
大
変
重
要
で
、
食
べ
た
い
物
を

　
　
　

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で

　
　
　

す
が
、
ど
う
や
っ
て
食
べ
る
か
と

　
　
　

考
え
る
人
は
案
外
う
ま
く
い
っ
て

　
　
　

い
る
。
五
大
栄
養
素
を
過
不
足
に

　
　
　

な
ら
な
い
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
良

　
　
　

く
摂
る
必
要
が
あ
る
と
も
。
十
分

　
　
　

な
カ
ロ
リ
ー
を
と
る
こ
と
。
良
質

　
　
　

の
蛋
白
質
を
毎
日
適
量
と
る
こ
と

会

も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
食
事

に
は
っ
き
も
の
の
、
カ
リ
ウ
ム
や

リ
ン
を
、
い
か
に
防
ぐ
か
で
は
、

料
理
の
仕
方
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に

烏
肉
を
入
れ
る
か
、
豚
肉
を
入
れ

る
か
、
シ
ー
フ
ー
ド
を
入
れ
る
か

な
ど
と
素
材
の
組
合
せ
に
よ
っ
て

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
に
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や

ト
ン
カ
ツ
な
ど
の
組
合
せ
で
、
カ

ロ
リ
ー
や
リ
ン
の
摂
取
量
も
調
整

で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
竹
中
先
生
の
お
話
は
、

身
体
に
入
る
水
分
と
出
る
水
分
は
、

大
体
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
整
が
で
き
な
い
、
つ
ま
り

腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
人
が
、

人
工
透
析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

χ
○

し

水
分
制
限
の
工
夫
と
し
て
、
①

修

　

飲
水
は
小
さ
な
コ
ッ
プ
で
。
②
冷

　
　
　

た
い
物
よ
り
、
熱
い
お
茶
な
ど
を

研

　

摂
る
と
よ
い
。
③
一
日
の
摂
取
水

　
　
　

分
量
を
最
初
か
ら
計
算
し
て
飲
む
。

　
　
　

④
ミ
ソ
汁
や
ラ
ー
メ
ン
の
汁
は
残

　
　
　

す
。
⑤
麺
、
雑
炊
、
鍋
物
、
煮
物

　
　
　

な
ど
汁
の
多
い
料
理
は
避
け
る
。

⑥
揚
げ
物
の
料
理
を
多
く
す
る
。

⑦
水
分
の
多
い
間
食
は
や
め
る
。

⑧
一
日
一
食
は
パ
ン
に
す
る
。
⑨

冷
凍
ミ
カ
ン
や
冷
凍
ブ
ド
ウ
を
食

べ
る
な
ど
の
工
夫
を
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
身
の
周
り

に
あ
る
容
器
に
ど
れ
く
ら
い
の
水

が
入
る
の
か
と
い
う
実
験
で
は
、

コ
ッ
プ
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
、
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
湯
飲
み
茶
碗
な
ど
、

様
々
な
形
の
容
器
を
1
0
個
用
意
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
牛
乳
を
5
0
㎡
、

１
０
０
叫
１
５
０
㎡
入
れ
て
。

参
加
者
の
目
測
を
試
し
た
の
で
す

が
、
正
解
者
は
二
人
だ
け
で
し
た
。

容
器
の
形
が
ち
ょ
っ
と
変
わ
る
だ

け
で
、
も
う
正
し
く
判
断
で
き
な

い
。
我
々
の
目
測
は
こ
う
も
あ
や

ふ
や
な
も
の
か
と
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
、
初
心
に
か
え
っ
て
忠
実

に
守
れ
る
人
は
、
快
適
な
透
析
ラ

イ
フ
が
過
ご
せ
る
で
し
ょ
う
。
会

員
皆
様
の
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
報
告
こ

〈
釧

　
　

路
〉

新
病
院
で

　
　

元
気
回
復
／

　

平
成
５
年
９
月
に
町
立
中
標
津

病
院
に
透
析
室
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
６
床
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
患
者
に
と
っ
て
地
元
で
の

透
析
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
４
月
。
待
望
の
新

病
院
が
完
成
し
、
透
析
室
も
2
2
床

と
増
設
さ
れ
患
者
数
も
そ
れ
ま
で

　
　

・

の
３
倍
以
上
約
5
0
人
強
と
な
り
ま

　

９

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

中
標
津
町
は
根
室
管
内
の
中
央

に
位
置
し
て
い
る
た
め
。
町
外
か
ら

も
大
勢
通
院
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
の
専
門
施
設
に
恵
ま
れ
な

い
地
方
ゆ
え
に
、
多
く
は
釧
路
市
内

の
病
院
に
通
院
し
て
い
た
方
々
で

す
。

　

転
院
当
初
あ
ま
り
元
気
が
な
か
っ

た
方
も
、
遠
距
離
通
院
の
身
体
的
・

精
神
的
な
苦
労
か
ら
開
放
さ
れ
、

今
は
元
気
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し

た
。



　

明
る
く
広
く
な
っ
た
透
析
室
に
、

ス
タ
ッ
フ
と
患
者
が
談
笑
す
る
姿

が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
患
者
教
の
急
激
な
増

加
に
よ
り
。
患
者
同
士
の
交
流
が

な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
す
。

　

曜
日
ご

と
に
幹
事

を
配
置
し
。

腎
友
会
へ

の
入
会
の

誘
い
や
、

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

の
実
施
な

ど
を
通
じ

て
、
患
者

同
士
の
つ

な
が
り
を

図
っ
て
い

ま
す
。

　

中
標
津

は
「
釧
路
」

に
所
属
し

て
い
ま
す

が
、
遠
距

‘
≒
・
略
な
た
め

行
事
へ
の
参
加
は
難
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
釧
路
か

ら
役
員
の
方
が
来
町
さ
れ
懇
談
会

を
持
っ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
行
事
を
中
標
津
に
バ
ス
で
や
っ

て
来
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
り

と
気
配
り
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
中
標
津
腎
友
会
と
し
て

独
立
で
き
れ
ば
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
透
析
室
通

信
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ

　

Ｃ
Ａ
Ｎ
／
’
通
信
」

を
定
期
的
に
発
行
し
、
患
者
の
よ

り
良
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
標
津
町
に
は
「
地
球
が
丸
く

日
｀
え
る
」
開
陽
台
と
い
う
雄
大
な

風
紋
を
楽
し
め
る
場
所
が
あ
り
ま

す
。

　

温
泉
も
美
味
し
い
物
も
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
東
京
・
札
幌
と
は

飛
行
機
が
直
行
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
報
告
一
三
戸

　

俊
成
）

　

〈
滝

　
　
　

川
〉

男
‥
‥
回
雨
竜
沼
ふ
れ
あ
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
催
さ
れ
る

　

初
夏
を
迎
え
る
７
月
1
6
日
、
滝

川
ク
リ
ニ
ッ
ク
透
析
者
の
会
恒
例

の
雨
竜
沼
を
山
レ
ク
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

登
山
す
る
人
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
す
る
人
、
総
勢
7
5
名
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
人
巾
で

不
安
な
始
ま
り
で
し
た
。

　

雨
の
巾
、
早
朝
か
ら
登
山
に
挑

ん
だ
人
が
無
事
に
下
山
す
る
こ
と

を
祈
り
な
が
ら
。
レ
ク
に
参
加
し

た
人
達
は
、
迎
え
の
バ
ス
を
待
ち

ま
し
た
。

　

待
っ
て
い
る
時
の
雨
が
ウ
ソ
の

様
に
。
雨
竜
百
年
記
念
公
園
で
は

ン
・
そ
し
て
ホ
タ
テ
や
イ
カ
な
ど

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
：
豪
華
な
食
事

と
な
り
、
体
重
を
気
に
し
な
が
ら

晴
れ
あ
が
り
、
下
山
し
た
人
達
も
『
『

雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
盛
事
に
合
流

　

｀

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し
い
昼

食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
他
に

焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
・
チ
ャ
ー
ハ
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．
・
’
も
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
。
ど
の

　

人
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
色
々
な

　

ゲ
ー
・
ム
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

　

雨
の
た
め
に
時
間
が
な
く
な
り
、

　
　

一
つ
だ
け
風
船
を
つ
か
っ
た
ク
イ

　

ズ
を
し
て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

　

賞
品
を
受
け
と
っ
て
。
楽
し
い
一

　

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

そ
れ
も
す
べ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

　

皆
さ
ん
が
忙
し
い
な
か
事
前
に
打

　

ち
合
わ
せ
と
準
備
を
し
て
く
れ
た

　

お
か
げ
で
す
。

　
　

さ
ら
に
、
当
日
は
休
日
に
も
か

　

か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
た
め
に
現

　

地
で
も
用
意
や
後
片
付
け
な
ど
の

　

作
業
を
し
て
下
さ
っ
て
、
本
当
に

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

お
陰
様
で
、
と
て
も
楽
し
い
一

　

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
報
告
一
増
川

　

明
江
）

｀今Ｑ

　

〈
留

　
　
　

萌
〉

第
2
4
回
定
期
総
会
を
終
え
て

　

2
0
0
0
年
を
迎
え
、
今
年
度

初
め
て
の
行
事
で
あ
る
定
期
総
会

が
、
４
月
3
0
日
（
日
曜
日
）
に
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
家

族
、
腎
臓
移
櫨
を
し
、
と
て
も
御

元
気
に
な
ら
れ
た
会
員
の
方
も
御

見
え
に
な
り
、
例
年
に
な
く
参
加

人
数
が
多
く
、
事
務
局
と
し
て
会

員
・
家
族
の
皆
様
に
は
と
て
も
感

謝
し
て
居
り
ま
す
。
総
会
の
途
中

で
昼
食
と
な
り
、
会
員
同
志
色
々

と
話
し
を
し
結
構
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
腎
移
植
を
し
た
会
員

の
方
に
、
移
櫨
の
体
験
談
を
聞
い

た
り
。
又
参
考
資
料
を
貸
し
て
頂

く
事
も
出
来
ま
し
た
。
総
会
の
予

定
時
間
で
あ
る
２
時
間
も
瞬
く
間

に
過
ぎ
、
２
。
３
の
質
問
は
あ
っ

た
も
の
の
無
事
終
了
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
ど
れ
か
ら
も
元
気
に
、

又
会
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
よ
う
。
」
と
、
会
長
の
挨
拶
で

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は

行
事
が
多
く
忙
し
い
思
い
も
致
し

ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
御
協

力
も
多
く
得
ら
れ
、
と
て
も
充
実

し
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

又
天
候
の
関
係
で
実
現
出
来
な
か
っ

た
行
事
も
あ
っ
た
の
は
、
非
常
に

残
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年

も
こ
れ
か
ら
色
々
と
行
事
が
あ
り

ま
す
。
各
行
事
の
係
も
決
ま
り
、

会
員
の
皆
様
に
は
体
調
の
維
持
に

心
が
け
て
頂
き
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
腎
友
会
の
行
事
に
参
加
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
報
告
一
留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会
事
務
局
）

　

〈
札

　
　
　

幌
〉

札
幌
で
は
透
析
食
栄
養
士
研
究
会

の
主
催
で
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
透
析
食
料
理
講
習
会
が
、
下
記

の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ

　

上
手
な
食
事
管
理

　
　
　
　
　
　
　

の
考
え
方

日

　

時

　

o
月
１
日
（
日
）

　

Ａ
Ｍ
？
・
3
0
～
Ｐ
Ｍ
２
：
0
0

場

　

所

　

札
幌
市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

ー
階
調
理
室

　

中
央
区
大
通
り
西
1
9
丁
目

参
加
費

　

８
０
０
円
（
材
料
代
）

　

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
な
ど

　

を
ご
持
参
下
さ
い
。

＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
各

　

施
設
の
栄
養
士
又
は
透
析

　

食
栄
養
士
研
究
会

事
務
局

　

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

７
４
７
－
1
1
2
1

遭
腎
協
事
務
局

　
　
　

７
４
７
－
0
2
1
7

　

に
お
申
込
み
下
さ
い
。

〆
切
り

　

９
月
2
3
日
（
定
員

　

3
0
名
に
な
り
次
第
〆
切
ら

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
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<
ｍ
ｍ
ｍ
ｉ
ｉ
　
忌
男
釜
聳
瓜
召

－
坊
ち
ゃ
ん
、
マ
ド
ン
ナ
み
ん
な
が
主
役
―

　
　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て
（
報
告
）

　
　
　
　

小
樽
後
志
地
方
腎
友
会

　

高

　

松

　

修

　

一

　
　

８
月
2
6
日
出
、
2
7
日
剛
四
国
の

　

愛
媛
県
松
山
市
の
奥
道
後
に
お
い

　

て
、
青
年
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
、

　

私
を
含
め
４
名
が
北
海
道
よ
り
参

　

加
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

当
日
は
。
全
国
よ
り
１
８
３
名

　

の
参
加
者
が
あ
り
、
午
後
２
時
よ

　

り
橘
田
愛
媛
県
腎
協
会
長
の
歓
迎

　

の
挨
拶
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
　

奥
道
後
の
地
は
、
昭
和
5
4
年
８

　

月
５
日
に
青
年
部
が
で
き
た
時
の

　

発
会
式
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

　

り
、
当
時
は
3
2
名
の
参
加
で
あ
っ

　

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
　

挨
拶
の
後
は
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

’
‘
・
ア
シ
ダ
と
し
て
『
野
球
拳
踊
り
』

と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
と
い
う
こ
と

で
見
知
ら
ぬ
者
同
士
が
音
楽
の
リ

ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
楽
し
む
も
の
で
、

自
然
と
周
り
の
人
と
親
し
く
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
座
談
会
『
ホ
ン
ネ
で
語

る
／
・
古
今
東
西
青
年
交
流
集
会
』

と
題
し
て
、
参
加
者
の
代
表
４
名

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
語
り
合
い
ま

し
た
。
こ
う
い
う
場
で
は
、
な
か

な
か
ホ
ン
ネ
で
話
し
が
で
き
な
い

と
言
い
な
が
ら
も
『
青
年
部
の
役

員
は
な
り
た
く
て
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
』
『
参
加
者
が
い
つ
も
一
緒

で
企
画
が
マ
ン
ネ
リ
化
』
『
み
ん
な

集
会
等
に
参
加
し
た
が
ら
な
い
』
『
青

年
部
の
組
織
自
体
が
な
い
』
『
青
年

部
の
対
象
者
の
名
前
さ
え
も
わ
か

ら
な
い
』
『
青
年
部
に
一
般
活
動
の

準
備
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
』
な
ど

の
話
が
で
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
『
や
り
た
く
な
か
っ
た

活
動
も
集
会
な
ど
に
参
加
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
仲
間
と
接
し
て
い
る
う

ち
に
、
自
分
も
や
る
気
に
な
り
、

自
ら
青
年
部
の
組
織
を
つ
く
っ
て

い
っ
た
』
と
か
、
『
青
年
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
場
を
工
夫
し
て
設
け

て
い
る
』
な
ど
の
建
設
的
な
意
見

も
数
多
く
出
さ
れ
、
苦
労
し
な
が

ら
も
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
討
論
と
し

て
、
1
0
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
来
年
の
青
年
交
流
集
会
を

企
画
す
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
内
容

が
い
い
か
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
い
、
活
発
な
意
見
交
換
の
中
で

夢
の
あ
る
楽
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
開
催
地
を
北
海
道
に
し
た
い

と
い
う
希
望
が
か
な
り
あ
り
ま
し

た
。

　

午
後
７
時
か
ら
交
流
会
と
な
り
、

松
山
の
郷
土
料
理
な
ど
も
並
べ
ら

れ
、
野
球
サ
ン
バ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
”
俳
句
の
里
・
松
山
″

に
ち
な
ん
で
参
加
者
が
詠
ん
だ
俳

句
の
表
彰
な
ど
が
あ
り
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ホ
テ
ル
を
８
時
3
0

分
に
出
発
し
、
し
ま
な
み
海
道
の

美
し
い
瀬
戸
内
の
景
観
を
眺
め
、

大
山
祗
神
社
に
参
拝
す
る
な
ど
の

観
光
で
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
、
私
は
交
流
会
に
は
じ
め

て
参
加
し
、
北
海
道
を
は
じ
め
全

国
の
仲
間
と
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
長
く
透
析

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
移
植
を
経

験
さ
れ
た
方
の
貴
重
な
体
験
に
接

－12－
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Ｗ
の
前
向
き
に
生
き
る
姿
勢
　
い
私
に
と
っ
て
大
変
励
み
に
な
り
、

　
　

は
透
析
を
始
め
て
２
年
に
満
た
な

　

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷

十
勝
地
方
腎
友
会

乾

道

　

子

　

私
は
８
月
2
6
、
2
7
日
の
２
日
間
、

愛
媛
県
奥
道
後
で
開
催
さ
れ
た
青

年
交
流
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
よ
り
橋
田
愛
媛
県
腎

協
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
で
開
会
と

な
り
。
全
国
か
ら
参
加
し
た
１
８

３
名
全
員
が
輪
に
な
り
ウ
ェ
ー
ブ

を
作
り
、
「
野
球
拳
踊
り
」
に
合
わ

せ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
と
な
り
会
場

も
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ

る
座
談
会
「
ホ
ン
ネ
で
語
る
／
古

今
東
西
青
年
交
流
集
会
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
各
青
年
部
も
部
員
不

足
で
青
年
部
の
存
在
を
知
ら
せ
る

ポ
ス
タ
ー
を
会
報
に
載
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
青
年
部
を
知
っ
て
い
ま
す

か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

各
病
院
の
幹
事
さ
ん
に
渡
し
た
り

と
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
る
と

い
う
事
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
青
年

部
を
作
る
。
育
て
て
い
く
為
に
は
、

ま
ず
遊
び
の
企
画
か
ら
始
め
る
の

が
一
番
参
加
者
が
多
く
興
味
を
引

く
と
い
う
事
で
し
た
。
そ
の
後
1
9

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
2
0
0
1

年
の
青
年
交
流
会
を
企
画
し
て
み

よ
う
／
・
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
論

会
が
始
ま
り
。
私
達
グ
ル
ー
プ
も

意
見
を
出
し
合
い
一
枚
の
企
画
書

を
作
り
ま
し
た
。
全
グ
ル
ー
プ
が

会
場
は
北
海
道
を
希
望
し
て
い
ま

し
た
。
観
光
付
き
が
人
気
あ
り
、

フ
ェ
リ
ー
貸
し
切
り
、
ネ
ル
ト
ン

で
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
を
、
県
代
表

カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
1
9
チ
ー
ム
の
企

画
書
が
貼
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
時
か
ら
は
交
流
会
と
な
り
。

郷
土
料
理
も
並
べ
ら
れ
た
バ
イ
キ

ン
グ
を
頂
き
な
が
ら
他
県
の
人
達

と
の
会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
８
時
3
0
分
に
奥
道
後

を
４
台
の
バ
ス
で
、
し
ま
な
み
観

光
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
天
気
に

恵
ま
れ
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
海
は

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
大
三

島
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
閉
会
の

セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、
先
日
の
グ

ル
ー
プ
討
論
投
票
結
果
発
表
と
表

彰
が
あ
り
、
小
林
常
任
理
事
の
″
が

ん
ば
っ
て
元
気
で
や
っ
て
行
こ
う
″

と
い
う
力
強
い
言
葉
で
閉
会
と
な

り
、
バ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
感
じ
た
の
は
、

若
い
人
達
が
病
気
に
負
け
ず
と
て

も
元
気
で
前
向
き
に
生
活
し
て
い

る
事
で
す
。
そ
れ
を
、
と
て
も
頼

も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷
÷

　

士
別
腎
友
会
副
会
長

阿

　

部

　

純

　

一

　
　
　
　
　
　
　
　

（
透
析
歴
2
2
年
）

　

最
初
に
全
腎
協
か
ら
旅
費
を
負

担
し
て
頂
き
、
こ
の
よ
う
な
体
験

が
で
き
た
事
を
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
透
析
を
し
て
2
2
年
に
な

り
歳
も
９
月
で
3
1
歳
で
す
。

　

一
昨
年
位
か
ら
道
腎
協
の
会
等

に
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

時
に
同
じ
部
屋
に
な
っ
た
川
本
さ

ん
か
ら
秋
田
の
青
年
交
流
会
の
話

を
お
聞
き
し
て
、
全
国
に
は
同
じ

年
代
で
透
析
を
し
な
が
ら
仕
事
や

青
年
会
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
居
る
と
感
心
し

て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
1
0
月
に
3
0
歳
の
記
念
に
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パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。
川

　
　

本
さ
ん
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
透
析
患

　
　

者
さ
ん
の
メ
ー
ル
交
換
を
す
る
グ

　
　

ル
ー
プ
が
あ
る
事
を
聞
き
、
メ
ン

　
　

バ
ー
に
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　

こ
の
メ
ー
ル
が
き
っ
か
け
で
。

　
　

た
く
さ
ん
の
透
析
患
者
さ
ん
や
健

　
　

常
者
の
方
と
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

　
　

特
に
同
じ
年
代
の
透
析
患
者
さ
ん

　
　

が
日
本
に
こ
ん
な
に
居
る
事
が
実

　
　

感
で
き
た
事
は
、
う
れ
し
い
こ
と

　
　

で
す
。

　
　
　

１
年
位
で
メ
ー
ル
の
友
達
と
い

　
　

ろ
ん
な
相
談
も
さ
せ
て
頂
き
僕
の

　
　

人
生
の
中
で
と
て
も
充
実
し
た
１

　
　

年
で
し
た
。

　
　
　

今
回
の
青
年
交
流
会
の
参
加
を

　
　

決
め
た
の
も
メ
ー
ル
で
友
達
に
な
っ

　
　

た
方
が
1
5
人
位
参
加
す
る
と
い
う

　
　

事
で
皆
に
会
い
た
く
て
参
加
し
ま

　
　

し
た
。
知
り
合
い
で
も
顔
を
知
っ

　
　

て
い
る
人
や
知
ら
な
い
人
も
い
る

　
　

の
で
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
で
し
た

　
　

が
、
ホ
テ
ル
奥
道
後
に
着
い
て
最

／
･
　
ｍ
ｕ
-
北
海
道
か
ら
２
回
目
の
参
加

の
椿
分
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
れ

て
。
僕
も
椿
分
さ
ん
と
は
道
腎
協

の
会
で
会
っ
た
事
が
あ
る
の
で
知
っ

て
い
る
人
が
い
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　

青
年
会
は
２
時
位
か
ら
始
ま
り

最
初
は
座
談
会
で
、
参
加
者
の
中

の
４
人
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加

し
て
、
都
道
府
県
の
青
年
交
流
集

会
が
行
わ
れ
て
い
る
内
容
や
問
題

点
、
そ
れ
ら
の
経
験
の
中
か
ら
今

青
年
患
者
が
抱
え
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
や
は
り

何
処
の
青
年
部
も
会
員
不
足
が
悩

み
で
。
討
議
の
中
で
は
青
年
部
が

な
い
都
道
府
県
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

私
が
思
っ
た
事
は
、
北
海
道
に

青
年
部
は
無
い
ん
だ
／
‘
北
海
道
に

青
年
部
が
あ
れ
ば
同
じ
年
代
の
透

析
患
者
さ
ん
と
友
達
に
な
れ
る
の

に
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

４
時
く
ら
い
か
ら
グ
ル
ー
プ
討

論
で
1
0
名
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
自

分
達
で
青
年
交
流
会
を
企
画
し
た

ら
ど
の
よ
う
な
集
会
に
な
る
か
考

え
て
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
を

作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
開
催
地
に
選
ん
だ
の

が
、
９
割
が
北
海
道
で
し
た
。
こ

の
時
に
皆
に
「
北
海
道
に
青
年
部

を
つ
く
っ
て
青
年
交
流
会
イ
ン
北

海
道
し
よ
う
よ
／
・
」
と
強
く
言
わ

れ
ま
し
た
。
私
も
北
海
道
青
年
部

は
あ
っ
た
ら
良
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
私
だ
け
の
考
え
で
は
・
…
道

腎
協
の
方
に
お
願
い
／
・
北
海
道
青

年
部
を
つ
く
る
時
は
お
手
伝
い
し

ま
す
の
で
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

　

話
が
そ
れ
ま
し
た
が
午
後
７
時

か
ら
交
流
会
で
参
加
申
し
込
み
用

紙
と
一
緒
に
送
っ
た
俳
句
の
賞
の

発
表
で
私
は
残
念
な
が
ら
駄
目
で

し
た
。

　

北
海
道
の
４
人
は
早
め
に
切
り

上
げ
、
天
皇
陛
下
も
入
っ
た
道
後

の
元
湯
へ
行
き
ま
し
た
。

　

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、

９
時
か
ら
の
自
由
交
流
の
時
間
に

地
元
の
お
土
産
を
持
っ
て
の
参
加

で
．
私
は
紋
別
に
居
る
伯
母
が
ホ

タ
テ
の
貝
柱
を
持
っ
て
来
て
く
れ

て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
５
０
０
グ

ラ
ム
ほ
ど
持
参
し
ま
し
た
。
「
チ
ョ
ッ

ト

　

カ
リ
ウ
ム
が
高
い
か
ら
カ
リ

メ
イ
ト
は
、
忘
れ
ず
に
～
」
と
言

い
な
が
ら
配
り
ま
し
た
。
結
構
好

評
で
し
た
。
こ
の
時
メ
ー
ル
で
友

達
に
な
れ
た
人
と
初
め
て
会
っ
た

り
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た
り
時
間
が

足
り
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

　

北
海
道
の
青
年
交
流
会
が
あ
れ

ば
楽
し
い
で
し
よ
う
ね
。

　

次
の
日
の
ツ
ア
ー
は
帰
り
の
飛

行
機
の
都
合
で
参
加
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

本
当
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
青
年
交
流
会
は
広
島
の

予
定
だ
そ
う
で
す
。
来
年
も
参
加

出
来
る
よ
う
に
自
己
管
理
を
き
ち

ん
と
し
て
体
調
を
万
全
に
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

;
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●

４
｛
申一

般
投
稿

全
腎
協
鹿
児
島
大
会
に
参
加
し
て

伊
達
地
方
腎
友
会

　

天

　

沼

　

北
海
道
か
ら
1
6
名
が
参
加
し
た

全
国
大
会
で
。
私
だ
け
の
感
想
と

し
ま
し
て
、
大
会
は
い
っ
も
同
じ

で
無
事
終
わ
り
、
分
科
会
で
は
「
高

齢
者
社
会
と
腎
臓
病
患
者
の
介
護

問
題
」
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
内

容
的
に
は
、
「
問
題
は
多
い
が
、
４

月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
す

こ
し
様
子
を
見
て
行
こ
う
。
」
そ
ん

な
結
論
で
、
今
だ
手
探
り
状
態
で

し
た
。
し
か
し
、
全
国
か
ら
２
０

０
０
人
の
参
加
は
意
味
深
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
地
元
県
腎
会
の

皆
様
大
変
御
苦
労
様
で
し
た
。
今

回
私
は
市
内
観
光
に
少
し
興
味
が

あ
り
ま
し
た
。
薩
摩
島
津
藩
の
幕

末
の
志
士
達
の
こ
と
で
す
。
2
8
代

島
津
藩
主
島
津
斉
彬
、
2
9
代
忠
義

忠

だ
が
実
権
を
握
る
斉
彬
の
弟
（
異

母
兄
弟
）
の
久
光
、
西
郷
隆
盛
、

大
久
保
利
通
、
全
国
的
で
は
な
い

が
調
所
笑
左
工
衛
門
、
大
山
弥
助

な
ど
の
人
達
で
し
た
。
と
い
う
の

は
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
上

富
良
野
町
「
今
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で

全
国
的
」
で
、
地
名
に
「
島
津
」

―
区
か
ら
７
区
ぐ
ら
い
あ
り
、
そ

の
中
の
小
高
い
山
の
上
に
少
し
大

き
な
家
で
海
江
田
と
い
う
人
が
い

ま
す
。
1
0
年
位
前
に
明
治
維
新
の

男
た
ち
の
本
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

大
久
保
は
有
馬
新
七
、
海
江
田
信
義

ら
と
精
忠
組
を
つ
く
っ
た
と
し
、

ど
う
も
島
津
藩
と
継
り
が
あ
る
と

思
い
、
上
富
良
野
史
を
見
る
と
明

治
3
2
年
、
島
津
家
3
0
代
当
主
島
津

た
外
’
ｄ

　
　

た
｀
・
み
６

忠
璽
の
弟
忠
備
所
有
の
「
フ
ラ
ノ

農
場
（
現
上
富
良
野
町
）
事
業
着

手
ノ
始
ナ
リ
」
同
年
1
1
月
１
９
一
日
島

津
藩
士
海
江
田
信
哉
が
引
継
を
得

る
と
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

海
江
田
信
哉
の
子
が
、
武
信
、

孫

の
博
信
が
現
在
海
江
田
家
の
当
主

で
す
。
実
家
の
上
地
も
1
0
年
位
前

に
、
海
江
田
博
信
さ
ん
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
で
す
。
私
の
故
郷
が

鹿
児
島
県
と
そ
ん
な
繋
り
が
あ
る

と
思
う
と
、
少
し
嬉
し
く
な
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。
し
か
し
大
久
保

や
西
郷
と
親
し
か
っ
た
海
江
田
信

義
と
信
哉
の
繋
り
が
今
調
べ
中
な

の
で
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
た

だ
1
8
6
0
年
（
万
延
元
年
）
桜

田
門
外
で
井
伊
大
老
が
水
戸
の
浪

士
に
暗
殺
さ
れ
ま
す
、
そ
の
中
に

Ｉ
人
だ
け
薩
摩
の
有
村
次
左
工
衛

門
が
い
ま
し
た
が
、
次
左
工
衛
門

は
、
そ
の
時
自
決
し
ま
す
。
後
継

ユ
ウ
ス
ゲ
、
が
海
江
田
家
の
養
子

に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
そ
う

田
名
が
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。
長

沼
町
に
も
島
津
農
場
（
3
0
代
当
主

忠
重
所
有
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
正
七
年
に
岡
村
平
吉
ら
に
売
却

し
そ
の
地
か
ら
消
え
て
い
っ
た
と

記
し
て
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
維
新

ふ
る
さ
と
館
長
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
で
聞
き

ま
し
た
が
『
明
治
維
新
は
海
江
田

信
義
の
方
か
ら
見
て
行
く
の
が
一

番
わ
か
る
』
と
言
っ
て
ま
し
た
。

こ
の
話
を
続
け
る
と
長
く
な
り
ま

す
の
で
。
島
津
藩
勘
定
奉
行
、
調
所

Ｉ
Ｊ
Ｊ
？
き
戈
も
４

笑
左
工
衛
門
と
言
う
人
が
い
ま
し

て
、
幕
末
に
島
津
藩
は
関
西
の
商

人
達
に
膨
大
な
借
金
が
あ
り
、
笑

で
す
が
゛
ま
だ
鹿
児
島
に
は
海
江

　

ｔ
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た
エ
衛
門
は
な
ん
と
２
５
０
年
賦

　
　

無
利
’
ト
返
済
を
こ
ぎ
つ
け
た
人
で
、

　
　

今
で
も
鹿
児
島
県
で
支
払
っ
て
い

　
　

る
の
か
と
聞
い
て
み
る
と
、
明
治

　
　

に
な
っ
て
廃
藩
置
県
で
島
津
藩
は
、

　
　

な
く
な
り
明
治
政
府
が
肩
代
わ
り

　
　

し
て
ま
と
め
て
支
払
を
し
た
そ
う

　
　

で
す
。
ま
た
大
山
弥
助
は
、
幕
末

　
　

に
島
津
藩
で
、
人
砲
や
鉄
砲
武
器

　
　

を
作
る
た
め
反
射
式
溶
鉱
炉
を
作
っ

　
　

た
の
で
す
が
、
元
日
本
製
鉄
所
に

　
　

務
め
て
い
た
当
腎
友
会
副
会
長
、

　
　

境
谷
氏
は
原
理
は
今
と
ま
っ
た
く

　
　

同
じ
物
だ
と
聞
い
て
、
幕
末
時
代

　
　

に
そ
の
様
な
炉
を
使
っ
て
い
た
と

　
　

は
と
、
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。
そ
し

　
　

て
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
見
た
、
若

　
　

き
特
攻
兵
の
事
は
、
軽
い
気
持
で
は

　
　

書
け
な
い
の
で
、
何
か
の
機
会
に
、

　
　

書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

※
薩
摩
藩
、
島
津
藩
、
鹿
児
島
藩

　
　

は
、
３
つ
と
も
同
じ
で
、
ど
れ
を

　
　

つ
か
っ
て
も
良
い
そ
う
で
す
。
今

　
　

回
私
は
故
郷
に
島
津
と
言
う
地
名

・
―
か
ら
敢
え
て
島
津
藩
と
し
ま
し
た
。

「
道
腎
協
総
会
小
樽
大
会
開
催
地

　
　
　
　
　
　
　
　

に
な
っ
て
み
て
Ｌ

小
樽
・
後
志
地
方
腎
友
会

レ
し

Ｊ

征

　

子

　

小
樽
で
道
腎
協
総
会
を
す
る
事

を
引
き
受
け
て
み
て
、
小
樽
の
幹

．〃･●－噸･，
肺１

M｡,泌熱心。

琳

零
。
。
μ
」

摯

　

Ｉ
Ｉ
‐

Ｉ
Ｉ
｀

W
●り

v
ｒ
v
＊
*
＞

岬

屡
Ｍ
Ｉ

岩崎友前遭腎協会長ご夫妻を題んで大会を盛会のうちに終了された小樽の皆様

事
は
女
性
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

女
性
の
感
覚
で
や
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
い
ざ
計
画
し
て
み

る
と
、
資
料
が
何
も
な
く
、
良
い

案
も
な
か
な
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。

道
腎
協
と
の
当
日
の
流
れ
と
役
割

の
打
ち
合
わ
せ
。
そ
し
て
交
流
会

の
事
で
も
、
あ
ま
り
他
地
域
腎
友

会
で
の
交
流
会
に
参
加
し
て
い
る

人
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
な
か

な
か
意
見
が
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

細
か
い
事
に
関
し
て
も
、
頭
の
中

で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
説
明
が

で
き
ず
、
何
度
道
腎
協
に
電
話
を

い
れ
た
こ
と
か
ク
し
か
し
、
交
流

会
も
余
興
の
事
や
ゲ
ー
ム
の
盛
り

Ｌ
げ
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
司
会

者
の
助
け
で
無
事
終
わ
る
事
が
で

き
。
ほ
っ
と
し
ま
し
た
、
市
役
所

に
も
早
く
か
ら
何
度
も
お
願
い
に

上
が
り
、
透
析
の
事
な
ど
説
明
し
。

理
解
を
求
め
ま
し
た
。
福
祉
バ
ス

も
早
く
か
ら
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
し
、
市
長
の
総
会
へ
の
出
席
、

そ
し
て
、
市
か
ら
お
祝
い
も
頂
け

る
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
ま

た
、
小
樽
の
各
病
院
の
先
生
方
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
早

く
か
ら
お
願
い
に
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
　

「
ど
う
じ
ん
7
9
号
」
に
、
全
腎

協
の
鹿
児
島
大
会
の
感
想
が
載
っ

て
い
ま
し
た
が
、
小
樽
の
道
腎
協

総
会
の
感
想
が
な
く
、
小
樽
は
魅

力
が
な
か
っ
た
の
か
な
あ
と
思
い
、

少
し
残
念
に
な
り
、
私
た
ち
の
苦

労
話
を
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
、
各
地
域
腎
友
会

の
会
員
、
家
族
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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感

一
一
ｓ道内各支庁別の地域腎友会(平成12年３月末日現在)

臼 人口（人） 市　町　村 現行、地域腎友会て加盟会員） 総施設数
１，石狩支庁 2,192,815 ６市１町３村 札幌腎臓病患者友の会(1.372名）

江別腎臓病患者会　　　（74名）

千歳腎友会　　　　　　（31名）

61
２

２
２、後志支庁 269.674 １市13町６村 小樽後志地方腎友会　　(205名） ９
３、空知支庁 397,480 10市16町６村 岩ｊ

　(ｌ

滝Jl

深JI

夕5f

沢腎友会（市立）　（21名）

見沢クリーック　　（28名）

腎友会　　　　　　（68名）

腎友会　　　　　　（33名）

腎臓病友の会　　　（10名）

２

１

１

１
４、胆振支庁 4･1】,606 ４市９町２村 室蘭地方腎友会　　　　(180名）

　（伊達）　　　　　　（65名）
苫小牧腎友会　　　　　(190名）

８

８
５、日高支庁 87,370 ９町 浦河地区腎友会　　　　（63名）

　（静　内）　　　　　　（18名）

１

１
６、渡島支庁 470.603 １市15町１村 道南心臓病患者連絡協議会(285名） 14
７、桧山支庁 56.831 10町
８、上川支庁 533.217 ４市18町２村 旭川地方腎友会　　　　(450名）

　（士　別）　　　　　　（24名）

　（富良野）　　　　　　（42名）

16

９、留萌支庁 68,247 １市７町１村 留萌地方水無腎友会　　（85名） ２

10、宗谷支庁 82.967 １市８町１村 稚内地方腎友会　　　　（48名） １

11、十勝支庁 361.1】1 １市16町 十勝地方腎友会　　　　(314名） 13
12、網走支庁 399,911 ３市20町３村 北見地方腎友会　　　　C116名）

オホーツク腎友会　　　（64名）

紋別地方腎友会　　　　（40名）

６

３

４

13、釧路支庁 282,419 １市８町１村 釧路地方腎友会　　　　(320名） 10
14、根室支庁 88,142 １市４町 根室地方腎友会　　　　（12名） １

164合計4.199名個人会員９名

わ
が
国
の
慢
性
透
析
療
法
の
現
況

（
１
９
９
９
・
1
2
月
3
0
日
現
在
・
日
本
透
析
医
会
調
べ
）

表
１
わ
が
国
の
慢
性
透
析
療
法
の
現
況

施

　

設

　

数

　
　

３
、
２
０
０
施
設
（
１
３
５
施
設
増
４
・
４
％
増
）

般

　
　
　

備
ベ
ー
セ
ン
ト
ス
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

７
５
、
４
４
８
台
（
５
、
７
１
５
台
嘲
８
・
２
％
増
）

能

　
　
　

力
同
時
透
析

　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
、
２
８
１
人
（
５
、
４
３
９
人
増
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
・
９
％
増
）

　
　
　
　
　
　
　
　

最
大
収
容
能
力

　
　
　
　
　
　

２
３
９
、
５
４
９
人
Ｔ
５
、
４
５
２
人
増
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
・
９
Ｓ
増
）

慢
性
透
析
患
者

　
　
　
　
　
　

１
９
７
、
２
１
３
人
Ｔ
Ｉ
。
８
９
１
人
増
）

　

昼

　

間
１
４
９
、
９
７
８
人
（
７
６
・
Ｏ
％
）

　

夜

　

間

　

３
８
、
０
８
６
人
Ｔ
９
・
３
％
）

家
庭
血
液

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｐ

Ｉ
Ｐ
Ｄ

導
入
忠
者
数

死
亡
患
者
数

　
　
　

７
５
人
（
Ｏ
・
Ｏ
％
）

８
.
８
７
６
人
（
４
・
５
％
）

　
　

１
９
８
人
（
Ｏ
・
１
％
）

３
！
、
４
８
３
人
（
1
.
８
４
２
人
増
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
・
２
％
増
）

Ｉ
８
、
５
２
４
人
（
１
、
８
３
７
人
増
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
ｏ
％
増
）
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５
年
未
満
透
析
患
者
数

　

男
６
０
、
７
３
６

　

女
３
８
、
２
９
５

不
畔
8
9
計
９
９
、
１
２
０
（
５
３
・
４
％
）

５
年
以
上
1
0
年
未
満
透
析
患
者
数

　

男
２
５
、
４
３
０

　

女
１
７
、
９
１
８

不
詳
1
7
計
４
３
、
３
６
５
（
２
３
・
４
％
）

1
0
年
以
上
1
5
年
未
満
透
析
思
者
数

　

男
Ｉ
Ｉ
、
９
２
２

　

女
９
、
２
２
５

不
詳
３
計
２
１
１
-
(
５
０
（
１
１
４
％
）

1
5
年
以
上
2
0
年
未
満
透
析
患
者
数

　

男
７
、
０
５
５

　

女
５
、
５
３
７

不
詳
２
計
１
２
、
５
９
４
（
６
・
８
％
）

2
0
年
以
上
2
5
年
未
満
透
析
患
者
数

　

男
４
、
２
１
５

　

女

　

３
、
１
２
７

不
詳

　

○
計
７
、
３
４
２
（
４
・
ｏ
％
）

2
5
年
以
上
透
析
患
者
数

　

男
Ｉ
、
３
７
０

　

女

　
　

７
４
４

不
詳

　

○
計
２
、
１
１
４
（
１
・
―
％
）

人
口
１
０
０
万
対
比

　
　
　
　

Ｉ
、
５
５
６
・
７
人
（
９
１
・
５
人
増
）

最
長
透
析
歴

ｌ

ｉ。

●

●

●

ｔ

3
3
年
Ｏ
ヵ
月
5
8
歳
女
（
東
京
）

　　

表２

　

都道府県別慢性透析患者数

Table2Distribut ion of pat ients by prefecture

昼

間

夜

間

ｌ

液

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ｉ

Ｐ

Ｄ

峠

滋　賀

京　都

大　阪

兵　庫

奈　良

和歌山

鳥　取

高　根

岡　山

広　島

山　口

吟　高

香　川

愛　暖

高　知

纏　岡

佐　賛

長　崎

熊　本

大　分

宮　崎

鹿児島

沖　縄

　1,263

　2,743

11.332

6,506

1.730

1.704

　703

　791

2.365

3,696

1,832

1.281

I,-174

1.816

1,099

6.757

　994

2. HO

3.126

2,091

1.918

2.805

1.931

　437

1,055

2.927

1,614

　178

　218

　157

　124

　512

　529

　318

　280

　199

　415

　2S3

2.083

　2U

　417

　771

　394

　451

　S36

　643

　０

　０

２７

　１

　０

　０

　０

　０

　０

　１

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　０

　１

　０

　66

132

506

288

　67

　41

131

145

296

318

141

196

139

168

　89

341

21

1(M

122

91

51

82

87

８

５

２

７

１

０

７

６

１３

　１

　０

１４

０

０

２

３

０

０

０

２

０

４

０

　t.774

　3.935

14.794

8.416

1.976

1.963

　998

　1.066

　3.186

　4,545

　2.3S4

　1.773

　1.812

　2.399

　1,443

　9,1&4

　1.226

　2,661

　4.019

　2,578

　2.420

　3,428

　2,661

全　国 149,978 38,086 75 8,876 198 197.213

叶

Ｉ
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

家
庭
血
液

夜

　

間

昼

　

間

9.519

2.000

1,875

3.U2

1.559

1.560

3,158

4.064

3.484

3.145

9.092

7,707

19.587

11.315

3,739

1.683

1,861

1.121

1.391

3,303

3,025

6.202

10,546

2.626

９

０

392 ;
２：

６
Ｊ
り
し
｛
Ｏ

1
5
2
1
2
3

１
０

4

6

4

2

0

3

0

11

14

0

1

1

回
一
一

０
０

1.387:

　

163;

　

31ｙ

　

613 i

7,729:北海道

1,684

1,434

2.363:

129

ご
Ｉ

０
０

1
5
3
2
3
4

m
a
n

15

25

　

9

　

0

94

１
２

n3

231

191

831

424

115

1加

119

112

66

142

198

ゴ
ー

０
０

０
１

１
１

０
０

0
0
1
0

　

714

　

466

1.866

1,637

4.417

2,652

　

933

　

314

　

290

　

149

　

140

｀

4
3

０

1,247

1,193

2,451

3.204

2,672

2.566

6,992

5,879

14,372

8,224

2,690

森
手
城
田
形
鳥
城
木
馬
玉
葉
京

青
岩
富
秋
山
橘
茨
初
群
埼
千
東

神奈川

　

855

1,113

2,697

2,382

393:０１

455

123

34

　

1

l〕1

9例

559

１

２

４ｊ町

7.054 :

1.943 '■

潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
仙

新
富
石
福
山
晨
岐
静
愛

重-
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一
～
一

〈
キ
リ
ン
フ

工

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
０

　

７
月
1
6
日
剛
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
千
歳
工
楊
に
お
い
て
腎
提
供

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と

し
て
、
瞰
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
９
時
集
合
で
道
腎
協
・

札
幌
腎
友
会
・
苫
小
牧
腎
友
会
・

千
歳
腎
友
会
・
腎
移
植
者
の
会
・

腎
バ
ン
ク
・
市
立
病
院
・
移
植

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
合
計
2
6

名
の
参
加
者
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
か
ら
気
温
も
ぐ
ん
ぐ

ん
上
昇
。
お
祭
り
と
あ
っ
て
訪

れ
る
人
々
も
切
れ
目
な
く
や
っ

て
来
ま
す
。
意
思
表
示
カ
ー
ド

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
持
ち
ス
タ
ン
バ
イ
で
す
。

　

皆
さ
ん
暑
さ
の
中
で
汗
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
熱
心
に
意
思
表

示
カ
ー
ド
の
記
入
と
携
帯
を
呼

び
掛
け
て
２
時
間
半
徨
奮
闘
し
、

ほ
ぼ
６
千
枚
の
意
思
表
示
カ
ー

ド
を
配
布
し
ま
し
た
。

マ

　

最
近
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
意

思
表
示
カ
ー
ド
を
配
る
と
『
カ
ー

ド
持
っ
て
い
る
よ
』
『
移
植
提
供

の
カ
ー
ド
ね
』
と
、
返
事
が
返
っ

て
来
る
様
に
成
っ
て
き
ま
し
た
。

　

道
内
で
も
初
の
脳
死
者
か
ら

の
腎
移
植
が
行
わ
れ
無
事
退
院

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
続
く

人
が
出
る
様
に
私
達
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
を
つ
う
じ
て
、
臓
器

提
供
を
長
く
訴
え
続
け
て
行
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

報
告
一
柳
沼

　

正
一
（
札
幌
）

lこ

も

ｒ
勺
’
沁

以
１
ｉ
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饗

協
と
麹

　

北
海
道
腎
瞰
病
患
者
連
絡
協
議

会
が
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
2
3
年

と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
腎
臓
病

患
者
連
絡
協
離
会
は
財
団
法
人
北

海
道
難
病
連
の
発
足
以
来
、
「
腎
臓

病
部
会
」
と
し
て
他
の
患
者
会
と
共

に
そ
の
運
営
に
参
加
し
、
医
療
と
福

祉
の
向
上
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
。
新
し
い
会
員
の
中
か

ら
『
難
病
連
と
北
海
道
腎
臓
病
患

者
連
絡
協
議
会
は
ど
う
い
う
関
係

な
の
か
？
』
と
い
う
質
問
が
出
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
。
今
回
、
難
病

連
と
北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協

議
会
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
新
し
い

会
員
ば
か
り
で
な
く
、
会
員
全
員

が
難
病
連
と
北
海
道
腎
臓
病
患
者

連
絡
協
議
会
の
関
係
を
理
解
し
、

難
病
連
の
活
動
に
協
力
し
て
い
き

｜
・
‐
ｉ
－

ご
司

柏

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

難
病
連
の
様
々
な
活
動
に
協
力
し

て
い
き
ま
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に

も
難
病
連
と
北
海
道
腎
臓
病
患
者

連
絡
協
議
会
の
関
係
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

組
織
上
の
関
係
は
？

①

　

法
人
内
の
位
置
づ
け
一
雛
病

　

連
は
現
在
3
0
の
患
者
団
体
が
「
部

　

会
」
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、

　

北
海
道
腎
瞰
病
患
者
連
絡
協
議

　

会
は
「
腎
臓
病
部
会
」
と
な
っ

　

て
お
り
ま
す
。

　
　

腎
臓
病
部
会
と
し
て
理
事
Ｔ

　

名
）
お
よ
び
評
議
会
（
４
名
）

　

を
出
し
て
難
病
連
の
運
営
に
参

　

加
し
て
い
ま
す
。

　
　

理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、

　

運
営
規
約
【
寄
付
行
為
】
に
の
っ



Ｘ
一

　

と
り
財
団
法
人
の
業
務
を
議
決

　

し
て
執
行
し
ま
す
。

　
　

評
議
員
は
評
議
員
会
に
参
加

　

し
、
法
人
の
予
算
、
財
産
、
規

　

約
な
ど
の
重
要
な
案
件
に
つ
い

　

て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

②

　

予
算
関
係
一
今
年
度
の
実
績

　

で
６
４
８
、
５
５
０
円
を
難
病
連

　

か
ら
の
「
配
分
交
付
金
」
と
し
て

　

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
道
か

　

ら
難
病
連
が
受
け
る
補
助
金
が

　

配
分
さ
れ
る
も
の
で
す
。
一
方
難

　

病
連
を
維
持
す
る
た
め
に
北
海

　

道
腎
臓
病
連
絡
協
議
会
か
ら
。
３

　

２
３
、
０
０
０
円
を
「
維
持
会
費
」

　

と
し
て
出
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

　

「
望

　

旭

　

岳
」

撮
影
者
一
佐
藤
功
編
集
委
員

　

８
月
の
暑
い
１
日
友
人
と

天
人
峡
と
旭
岳
を
汗
だ
く
で

歩
い
た
と
き
の
１
枚
で
す
。

―
に
Ｕ
皆
皆
い

　

Ｈ
Ｕ
Ｕ
ヰ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　
　
　

③

　

中
央
レ
ベ
ル
の
話
や
国
会
請

　

難
病
連
に
参
画
せ
ず
に
独
自
で

　
　

願
も
な
さ
れ
て
い
ま
す

活
動
す
る
場
合
と
比
べ
る
と
、
ど

　
　
　

厚
生
省
や
国
会
を
相
手
に
し

の
よ
シ
な
良
い
点
が
あ
る
の
で
し
よ

　
　

た
請
願
な
ど
も
。
北
海
道
難
病

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
ト
日
本
患
者
・
家
族
団
体
協

①

　

会
活
動
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

　
　

議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）
を
通
じ
て
行
っ

　

ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。

　
　

他
の
患
者
会
か
ら
多
く
の
こ

　
　
　

＊

　

全
腎
協
独
自
で
も
行
っ

　

と
を
学
べ
ま
す
。
活
発
に
活
動

　
　
　

て
い
ま
す
。

　

し
て
い
る
患
者
会
は
、
問
題
意

　

④

　

北
海
道
難
病
連
セ
ン
タ
ー
を

　

識
が
高
く
福
祉
に
対
す
る
考
え

　
　

利
用
で
き
ま
す

　

方
や
活
動
の
し
か
た
で
見
習
う

　
　
　

役
員
会
、
総
会
、
研
修
会
、

　

と
こ
ろ
参
考
に
な
る
点
が
多
く

　
　

例
会
な
ど
に
会
議
室
な
ど
を
低

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
部
会

　
　

額
で
利
用
で
き
ま
す
。
又
、
離

　

の
経
験
や
知
識
の
豊
富
な
方
達

　
　

病
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
施
設
を
利

　

か
ら
会
と
し
て
の
活
動
に
つ
い

　
　

用
で
き
ま
す
。
非
常
に
安
い
宿

　

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

泊
料
で
す
が
、
「
北
海
道
腎
臓
病

②

　

福
祉
に
関
す
る
膨
大
か
つ
最

　
　

患
者
連
絡
協
議
会
」
と
い
え
ば

　

新
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

　
　

さ
ら
に
安
く
な
り
ま
す
。

　

ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

　

難
病
連
主
催
の
楽
し
い
イ
ベ

　
　

難
病
連
の
扱
っ
た
対
行
政
の

　
　

ン
ト
に
参
加
で
き
ま
す

　

様
々
な
問
題
事
例
、
法
律
、
福
祉

　
　
　

札
幌
他
各
地
（
支
部
）
で
開

　

行
政
、
多
く
の
患
者
会
の
デ
ー
タ

　
　

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー

　

そ
し
て
様
々
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

　

ン
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
楽

　

し
い
も
の
で
す
。
参
加
し
て
楽

　

し
む
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人

　

達
と
接
し
、
幅
広
い
福
祉
や
『
人

　

生
』
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
わ

　

け
で
す
。

　

北
海
道
難
病
連
の
各
支
部
で
行

わ
れ
る
行
事
に
関
し
て
、
（
北
海
道

腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
の
会
員

は
北
海
道
難
病
連
に
登
録
さ
れ
て

い
る
た
め
、
支
部
か
ら
の
案
内
が

場
合
に
よ
っ
て
は
送
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
）
お
近
く
の

支
部
に
直
接
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
各
支
部
で
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
無
料

医
療
相
談
会
な
ど
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
参
加
し
て
み
ま
し
よ
う
。

　

原
稿
提
供

一

　
　

難
病
連
釧
路
支
部
長

　

〕

　
　
　
　
　

佐
藤
信
洋
氏
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糖
尿
病
の
透
析
と
日
常
生
活
の
注
意

１

糖
尿
病
と
腎
不
全

　

糖
尿
病
の
合
併
症
の
ひ
と
つ
に

糖
尿
病
性
腎
症
が
あ
り
ま
す
。
腎

臓
の
は
た
ら
き
の
低
下
速
度
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の

場
合
。
た
ん
ぱ
く
尿
に
始
ま
り
、

腎
機
能
の
障
害
（
腎
不
全
）
に
至

り
ま
す
。
こ
の
腎
機
能
の
障
害
に

は
、
糖
尿
病
に
合
併
す
る
高
血
圧
、

尿
路
感
染
症
、
脱
水
な
ど
が
起
因

し
て
い
ま
す
。

　
　

糖
尿
病
と
は

　

糖
尿
病
は
血
液
の
中
の
糖
分
（
血

糖
）
が
正
常
よ
り
高
く
な
っ
て
し

ま
い
、
尿
の
中
に
も
糖
分
が
出
現

し
て
く
る
病
気
で
す
。
血
糖
は
食

事
を
摂
る
と
上
が
り
、
障
臓
か
ら

出
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
に
よ
っ
て
糖
が
細
胞
に
供
給
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
下
が
り
ま
す
。

こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
、
血

液
中
に
糖
が
だ
ぶ
っ
く
状
態
（
高

血
糖
）
を
き
た
し
た
病
気
を
糖
尿

病
と
い
い
ま
す
。

　
　

糖
尿
病
の
症
状

　

糖
尿
病
の
症
状
に
は
、
頻
尿
（
多

尿
）
、
の
ど
が
渇
く
、
空
腹
感
、
肥

満
、
太
っ
て
い
た
人
が
や
せ
る
、

か
ら
だ
が
だ
る
い
、
神
経
痛
、
し

び
れ
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　

糖
尿
病
の
合
併
症

　

糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
、
糖
尿

病
の
人
し
か
、
か
か
ら
な
い
病
気

と
、
糖
尿
病
の
人
に
高
率
に
起
こ

り
や
す
い
病
気
が
あ
り
ま
す
。
前

者
に
は
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
、
糖

尿
病
性
腎
症
、
糖
尿
病
性
神
経
症

な
ど
が
あ
り
、
後
者
に
は
高
血
圧

症
。
心
臓
病
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る

成
人
病
が
あ
り
ま
す
。

　
　

糖
尿
病
性
腎
症
と
は

　

糖
尿
病
性
腎
症
は
糖
尿
病
歴
の

長
い
人
に
み
ら
れ
る
腎
臓
の
病
気

で
す
。
糖
尿
病
に
な
っ
て
1
0
年
以

上
の
人
に
起
こ
り
や
す
く
、
初
期

の
症
状
と
し
て
。
尿
に
た
ん
ぱ
く

が
出
る
の
が
特
徴
で
す
。
た
ん
ぱ

く
の
排
泄
量
が
多
く
な
る
と
、
む

く
み
が
生
じ
、
腎
機
能
の
低
下
も

徐
々
に
進
行
し
て
つ
い
に
は
腎
不

全
に
至
り
ま
す
。

２

　

糖
尿
病
の
透
析

　

糖
尿
病
の
透
析
は
、
個
々
の
病

態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
糖

尿
病
か
ら
透
析
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
方
の
増
加
と
と
も
に
、
透

析
方
法
が
工
夫
さ
れ
、
治
療
開
始

後
の
経
過
も
従
来
と
比
べ
て
改
善

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
　

透
析
導
入

　

糖
尿
病
の
透
析
者
で
は
、
透
析

開
始
の
時
期
が
そ
の
後
の
経
過
を

決
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
無

理
を
し
な
い
で
早
め
に
透
析
を
始

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

透
析
導
入
の
前
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
症
状
が
起
こ
り
ま
す
が
、
透
析

は
こ
れ
ら
の
症
状
の
改
善
と
予
防

に
も
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

・
透
析
導
入
の
前
の
主
な
症
状

　

呼
吸
困
難

　

全
身
の
む
く
み

　

吐
き
気
・
嘔
吐

　

全
身
倦
怠
感
（
だ
る
い
）

　

意
識
障
害

　
　

透
析
維
持
期

　

安
定
し
た
透
析
の
時
期
に
な
る

と
腎
不
全
症
状
は
怪
減
し
な
い
し

消
失
し
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
疾

患
で
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に
比

べ
る
と
、
透
析
中
の
低
血
糖
・
低

血
圧
・
吐
き
気
・
嘔
吐
な
ど
の
頻

21

(透析維持期の瞳尿病での合併痩)

啄二」
纏の鵜塀

　

槍康瞬¶・・寸

　

みえi、（い

心目の皿審

　

七●嗜廊

　

心本會

青鐘の雑書

　

－麟

　

魯秘

　

ｔ●気

かず

帥奏

鵬●

神経の皿讐匯亙］

　

しぴれﾀﾞﾉ贋予ﾝy

皮膚の陣審

　

か価み

　

化睡

　

●画･血り・會?
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度
は
高
く
、
食
事
（
血
糖
管
理
）
と
水

分
（
体
重
）
の
管
理
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ン
ト
の
閉
塞
を
起

こ
す
こ
と
も
多
く
、
シ
ャ
ン
ト
管

理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

３

　

日
常
生
活
の
留
意
点

　
　
　

糖
尿
病
の
透
析
者
に
と
っ
て
は
、

　
　

血
糖
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

　
　

る
こ
と
が
。
快
適
な
透
析
生
活
を
送

　
　

る
た
め
に
最
も
大
切
で
す
。
そ
の
た

　
　

め
に
は
、
医
師
と
の
相
談
の
も
と
に

　
　

適
切
な
食
事
、
適
度
な
運
動
な
ど
に

　
　

留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

食
事
は
指
示
カ
ロ
リ
ー

　
　
　
　

を
守
る
こ
と
が
基
本

　
　
　

透
析
導
入
後
の
食
事
療
法
で
は
。

　
　

カ
ロ
リ
ー
、
た
ん
ぱ
く
質
の
極
端

　
　

な
制
限
が
な
く
な
り
ま
す
。
個
人

　
　

の
体
格
と
身
長
、
運
動
量
に
見
合

　
　

う
指
示
カ
ロ
リ
ー
を
守
り
、
そ
の

　
　

上
で
糖
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ

　
　

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ

　
　

く
と
り
、
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
　

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

適
度
な
運
勣
を
心
が
け
る

ｓ
％
・
一
Ｌ
適
切
な
運
動
は
、
体
力
や
糖
・

脂
質
代
謝
の
改
善
と
と
も
に
。
精

神
・
心
理
状
態
を
改
善
し
快
適
な

社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
役
立
ち

ま
す
。
し
か
し
、
糖
尿
病
の
透
析

者
で
は
運
動
が
禁
忌
に
な
る
場
合

も
多
く
。
医
師
の
指
導
の
も
と
に

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
動
き
の
あ

る
運
動
よ
り
も
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
な
ど
の
静
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
中
心
に
行
い
ま
し
よ
う
。

〔
運
動
を
控
え
る
べ
き
病
態
〕

①
心
疾
患
、
心
不
全
の
あ

　
　

る
と
き

②
体
調
の
悪
い
と
き

③
高
血
圧
、
尿
毒
症
、
感

　
　

染
症
な
ど
が
あ
る
場
合

　
　

低
血
糖
に
気
を
つ
け
る

　

運
動
中
や
運
動
後
に
は
、
し
ば

し
ば
低
血
糖
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
と
く
に
イ
ン
ス
リ
ン
療

法
を
行
っ
て
い
る
人
は
注
意
が
必

要
で
す
。
低
血
糖
は
運
動
の
し
す

ぎ
の
他
、
食
事
時
間
の
遅
れ
。
カ

ロ
リ
ー
の
不
足
、
イ
ン
ス
リ
ン
お

よ
び
飲
み
薬
の
過
剰
が
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

低
血
潮
の
症
状

異
常
な
空
腹
感
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、

動
悸
、
冷
や
汗
、
手
足
の
ふ
る
え
、

頭
痛
、
吐
き
気
、
め
ま
い
、
な
ど
。

　
　

イ
ン
ス
リ
ン
療
法
は

　
　

正
し
く
行
う

　

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
は
、
特
別
の

指
示
が
な
い
場
合
は
食
前
3
0
分
に

行
い
ま
す
。
食
事
が
遅
れ
る
と
、
注

射
が
効
ぎ
す
ぎ
て
低
血
糖
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
療

法
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
時
間
と
量

を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

足
の
保
護
と
手
入
れ
に

　
　

気
を
配
る

　

糖
尿
病
の
人
は
。
足
の
血
行
障

害
や
神
経
障
害
を
起
こ
し
や
す
く
、

小
さ
な
傷
が
大
事
に
至
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
日
頃
の
手
入
れ
が
大

切
で
す
。

　

足
の
保
護
と
手
入
れ

①
毎
日
足
を
洗
い

　

清
潔
に
保
つ
。

②
常
に
く
つ
下
を

　

は
き
。
足
を
保

　

護
す
る
。

ji･

　

汗
を
か
い
た
ら

　

こ
ま
め
に
は
き
牡

　

え
る
。

　

木
綿
の
く
つ
下

　

を
は
く
。

③
窮
屈
な
く
つ
を

　

は
か
な
い
。

④
深
爪
を
し
な
い
。

⑤
傷
・
タ
コ
ー
う
お

　

の
め
・
水
虫
の
治

　

療
は
医
師
に
相
談

　

す
る
。

⑥
湯
た
ん
ぽ
・
ア
ン

　

カ
ー
電
気
こ
た

　

つ
な
ど
に
よ
る

養
1乙

暫嶮

　

や
け
ど
に
気
を
つ
け
る
。

　
　

定
期
的
に
受
診
す
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

４

　

透
析
糖
尿
病
食
の
ボ
イ

　
　

ン
ト

　
　

糖
尿
病
食
か
ら
透
析
食

　
　

へ
の
移
行

　

糖
尿
病
と
透
祈
で
は
食
事
療
法

の
上
で
相
反
す
る
面
を
持
っ
て
い
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≪
｡
≪
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ｙ
.
＾
で
。
食
事
管
理
は
と
て
も

　

大
切
で
す
。
大
き
な
違
い
は
、
①

　

食
事
の
量
が
多
く
な
る
。
②
カ
リ

　

ウ
ム
や
水
分
に
対
す
る
配
慮
が
必

　

要
に
な
る
、
な
ど
で
す
。
食
事
量

　

は
増
え
ま
す
が
、
カ
リ
ウ
ム
、
水

　

分
、
塩
分
に
注
意
が
必
要
で
、
不

　

安
や
戸
惑
い
を
感
じ
る
人
が
多
い

　

と
思
い
ま
す
が
、
長
年
親
し
ん
で
き

　

た
糖
尿
病
食
の
経
験
を
生
か
し
て

　

透
析
ラ
イ
フ
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

透
析
導
入
後
の
食
事
の

　
　
　

目
安

　
　

食
事
療
法
は
病
態
に
よ
っ
て
異

　

な
り
ま
す
が
、
―
日
の
摂
取
量
の

　

目
安
は
次
の
通
り
で
す
。

た
ん
ぱ
く
賀

　

体
重
１
㎏
当
た
り
１
・
Ｏ
～

１
・
２
ｇ

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

体
重
１
㎏
当
た
り
3
0
～
3
5
］
ｌ

　

［
糖
尿
病
で
は
2
5
～
3
0
］
ｌ
）

カ
リ
ウ
ム

　

ー
５
０
０
啄

水

　

透
析

の
体
重
．

塩

　

増か
分加ら分

透
析
ま
で
の
間

は
５
％
以
内

通
常
７
ｇ
程
度

　
　

た
ん
ぱ
く
質
摂
取
の

　
　

ポ
イ
ン
ト

　

貧
血
を
予
防
し
、
積
極
的
な
栄

養
補
給
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

極
端
な
低
た
ん
ぱ
く
食
は
避
け
ま

し
よ
う
。

ンたんぱく質の多I

い食品

く

肉、魚

たまご

など

○

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
の

　
　

ポ
イ
ン
ト

　

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
6
0
％
は
糖

質
で
摂
取
し
ま
す
。
血
糖
管
理
を

上
手
に
行

う
た
め

に
．
１
日

の
食
事
量

を
３
回
均

等
に
と
る

よ
う
に
し

ま
し
よ

る砧
３食均等にとる

う
。
た
だ
し
、
砂
糖
の
よ
う
な

吸
収
の
速
い
糖
質
は
控
え
ま
す
。

　
　

カ
リ
ウ
ム
摂
取
の
ポ
イ
ン
ト

　

カ
リ
ウ
ム
は
ほ
と
ん
ど
の
食
品

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に

カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

食
品
は
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
、
カ
リ
ウ
ム
は
食
品
を
ゆ

で
る
こ
と
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
野
菜
な
ど
は
た
っ
ぷ
り
の

お
湯
で
ゆ
で
て
か
ら
調
理
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

〈カリウムの多い食品〉

ﾔ±４

　

水
分
摂
取
の
ポ
イ
ン
ト

　

透
析
を
受
け
て
い
る
方
に
と
っ

て
水
分
管
理
は
最
も
困
難
な
こ
と

で
す
。
で
き
る
だ
け
水
分
の
少
な

い
食
品
や
調
理
法
を
選
び
ま
し
よ

う
。
薄
味
に
す
る
こ
と
も
喉
の
渇

き
を
抑
え
る
ひ
と
っ
の
方
法
で
す
。

　
　

塩
分
摂
取
の
ポ
イ
ン
ト

　

塩
分
の
と
り
方
は
水
分
管
理
に

関
わ
っ
て
き
ま
す
。
塩
辛
い
漬
物
。

佃
煮
類
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
。

酢
、
レ
モ
ン
、
香
辛
料
を
上
手
に

使
っ
て
、
お
い
し
く
食
べ
る
工
夫

を
し
ま
し
よ
う
。

〈水分の少ない食事〉

かけそぱより、つけそぱ

－

ラーメンより、チャーハン

　

食
事
療
法
を
長
続

　

き
さ
せ
る
コ
ツ

　

無
理
な
く
長
続
き
さ
せ
る
た
め

に
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
完
璧
に
行

お
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
透
析

糖
尿
病
食
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
、

応
用
し
て
家
族
と
共
に
食
生
活
を

楽
し
み
ま
し
よ
う
。

　

参
考
文
献

〔

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
株
式
会
社

〕

　
　
　
　
　

「
透
析
の
は
な
し
」
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一
一

今
回
の
テ
ー
マ
は

　

。
外
食
す
る
時
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？
”
で
す
。

　

透
析
患
者
と
し
て
は
、
外
食
を

　

ン
に
あ
る
程
度
気
を
つ
け
る
。
」

い
か
に
気
を
つ
け
っ
っ
楽
し
む
か

　

「
外
食
は
、
ほ
と
ん
ど
何
で
も
食

は
。
と
っ
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

　

べ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
し
ょ
っ

　

あ
る
日
の
札
幌
腎
友
会
の
事
務

　

ぱ
い
物
は
避
け
る
。
」

局
、
あ
る
委
員
会
で
集
っ
た
幹
事

　

「
め
ん
類
は
汁
を
飲
ま
な
い
。
漬

の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

物
は
食
べ
な
い
。
醤
油
は
使
わ
な

χ
Ｕ

し

「
水
分
・
塩
分
・
カ
リ
ウ
ム
ー
リ

訃報
J

1=

『
お
す
し
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
塩

横
内
栄
松
氏
逝
去
す
る

　

道
腎
協
の
役
員
と
し
て
平
成
５
年
～
９
年
ま
で
活

躍
さ
れ
、
道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
離
会
の
会
計
を

長
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
横
内
栄
松
氏
（
6
7
歳
）
が
、

７
月
3
1
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
人
の
生
前
の
ご
活
躍
を
偲
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
長
い
間
。
本
肖
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。

ｐ
Ｉ

分
の
あ
る
物
を
食
べ
た
い
時
は
、

透
析
の
前
日
に
食
べ
る
。
』

　

「
昼
・
夜
と
外
食
な
の
で
、
魚
、

肉
と
か
わ
る
が
わ
る
食
べ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
」

　

「
塩
分
・
カ
リ
ウ
ム
に
気
を
つ
け

て
る
。
外
食
を
し
た
ら
カ
リ
メ
イ

ト
を
飲
む
よ
う
に
し
て
い
る
ご

　

『
外
食
す
る
前
に
（
自
宅
で
の
食

事
で
）
気
を
つ
け
て
、
一
日
の
ト
ー

タ
ル
で
、
塩
分
、
蛋
自
な
ど
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
。
」

　

「
ラ
ー
メ
ン
に
関
し
て
は
、
お
店

の
人
に
た
の
ん
で
、
薄
味
に
し
て

も
ら
っ
て
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
。
リ

ン
の
こ
と
は
考
え
る
。
」

　

「
温
度
に
こ
だ
わ
る
。
冷
た
い
物

は
冷
た
く
、
熱
い
物
は
然
く
μ
ご

　

な
る
ほ
ど
、
皆
さ
ん
。
い
ろ
い

ろ
で
す
。
で
も
、
自
分
の
身
体
の

状
態
に
合
わ
せ
て
、
気
を
つ
け
な

が
ら
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
お
い
し
く

食
べ
よ
う
と
い
う
姿
勢
で
す
ね
。

　

さ
て
、
た
ま
に
い
っ
し
よ
に
お

い
し
い
物
を
食
べ
に
行
く
女
性
一
。

人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
…
…
「
カ
ル

シ
ウ
ム
ー
リ
ン
に
気
を
つ
け
る
。
」

ど
う
や
っ
て
気
を
つ
け
る
の
？
と

聞
く
と
、
「
少
な
い
物
を
選
ん
だ
り
、

そ
う
い
え
ば
、
お
肉
は
残
し
た
り

す
る
ね
。
」
で
は
、
も
う
一
人
の
方

は
…
…
「
薬
は
か
な
ら
ず
飲
む
。
（
リ

ン
の
吸
着
剤
・
沈
降
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
）
基
本
で
す
よ
が
‥
」
そ

し
て
、
二
人
と
も
『
週
３
回
の
透

析
な
の
で
、
お
い
し
い
物
は
、
透

析
の
間
が
１
日
し
か
あ
か
な
い
日

こ
。

’
―

二

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
『
そ

う
い
え
ば
、
ほ
ん
と
う
に
し
ば
ら

く
い
っ
し
ょ
に
お
い
し
い
物
を
食

　

・

べ
に
行
っ
て
な
い
ね
え
。
」
と
い
う

　

2
4

話
に
な
り
、
『
近
々
、
行
こ
う
が
』

　

一

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前

に
食
べ
た
の
は
、
中
華
に
フ
ラ
ン

ス
料
理
に
…
…
ｅ
ｔ
ｃ
。
今
度
は

何
に
し
よ
う
か
な
？
情
報
誌
で
も

見
て
。
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
に

し
ま
す
か
。

　

皆
さ
ん
も
、
気
を
つ
け
つ
つ
も
、

ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
、
活
力
を
養
っ

て
下
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　

（
取
材
一
福
原
）



扇
即
席

国
会
請
願
署
名
募
金
活
動
に
ご
協
力
を
が

４
道
ｓ
万
人
、
全
甲
ｏ
ｏ
万
人
署
名
を
断
固
達
成
し
よ
戸

　

今
年
も
、
全
腎
協
の
国
会
請
願

と
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
請
願
署
名
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。

　

全
腎
協
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
3
0

年
、
そ
の
間
、
我
が
国
の
透
析
医

療
は
格
段
の
進
歩
を
と
げ
、
い
ま

や
そ
の
技
術
は
世
界
一
と
言
わ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
私
達
の
願
い
で

あ
っ
た
性
差
、
年
齢
差
、
貧
富
の

差
に
関
係
な
く
、
『
い
っ
で
も
。
誰

で
も
、
ほ
ぼ
ど
こ
で
で
も
安
心
し

て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
』
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し

く
先
人
達
の
血
の
に
じ
む
様
な
、

ね
ば
り
強
い
運
動
の
成
果
だ
と
言

え
ま
し
ょ
う
し
、
透
析
患
者
に
障

害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
障
害
年

金
が
支
給
さ
れ
た
事
や
、
失
権
制

度
の
廃
止
、
そ
し
て
、
鉄
道
・
航

空
運
賃
の
身
障
者
割
引
、
有
料
道

路
の
割
引
適
用
等
々
こ
の
国
会
請

願
運
勁
に
よ
っ
て
着
々
と
実
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
透
析
患
者
の
高
齢
化

に
よ
る
要
介
護
問
題
、
雇
用
問
題
。

　

〈
署
名
簿
の
書
き
方
〉

医
療
保
険
制
度
の
改
悪
に
よ
る
『
定

額
制
』
の
導
入
。
自
己
負
担
の
波

も
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

い
ま
だ
問
題
は
山
積
み
し
て
い

ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
現
実
を
し
っ

か
り
と
ら
え
、
変
え
て
い
く
手
段

が
、
ま
さ
に
こ
の
国
会
謂
願
署
名

運
動
で
あ
り
、
私
達
の
最
も
大
切

な
活
動
の
柱
な
の
で
す
。

　

皆
様
の
真
剣
か
つ
積
極
的
な
取

り
組
み
を
願
い
ま
す
。

?ト

Ｊ

ま
司yト

京
則
と
し
て
EI]‾
檻

加〃

　ウ

　メ

道

腎

花

子

道

腎

太

郎

氏

名

　聞

知

　右

札
幌
市北

区北

17
条
西２

「目

21
の
６
１７

札
幌
市北

区北

17
条
西
２Ｆ
目
21

の
６
１７

住

所

ｰ●

　心

心《ご 印

名
前
は
正
確
に

―
－

″
又
は
同
右
も
ダ
メ

住
所
は
正
確
に

原
則
と
し
て
印
鑑

サ
イ
ン
で
も
結
構
で
す

住
所
や
名
前
は
正
確
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

同
居
の
ご
家
族
の
場
合
も
「
″
」
な
ど
と
せ
ず
き
ち
ん
と
お
書
き
く

だ
さ
い
。
本
人
に
自
筆
で
書
い
て
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

◆
今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
ね
。
皆
さ
ん
夏
バ
テ
し

ま
せ
ん
で
し
た
か
。
以
外
と
涼

し
く
な
っ
て
き
て
か
ら
体
調
の

変
化
が
出
て
く
る
も
の
で
す
。

涼
し
い
は
ず
の
北
海
道
の
夏
は

年
々
猛
暑
が
続
く
様
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
地
球
温

暖
化
で
す
か
ね
。
難
病
連
全
道

集
会
函
館
大
会
も
暑
さ
の
中
、

無
事
に
分
科
会
を
終
了
で
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ

様
で
し
た
。

◆
最
近
の
世
の
中
は
理
不
尽
な

事
が
多
す
ぎ
る
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
政
治
家
が
秘
書
の
給
料
を

ピ
ン
ハ
ネ
、
企
業
は
借
金
を
棒

引
き
し
ろ
と
い
い
、
車
の
欠
陥

隠
し
等
、
無
責
任
が
ま
か
り
通
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
社
会
保
障

費
が
欧
米
と
比
較
し
て
公
共
事

業
費
よ
り
数
段
少
な
い
の
に
医

療
費
の
受
益
者
負
担
を
強
化
し

て
、
何
で
も
弱
者
に
し
わ
寄
せ

が
く
る
事
で
す
。
こ
の
怒
り
は

ど
こ
に
も
っ
て
行
け
ば
よ
い
の

４
Ｉ

カ

（
和
）

－25－
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メーカ希望小売価楊809 1.600円（消費税抜き）ミ均－にぬりやすい､ローションタイプ

乾
い
た
肌
の
、

し
つ
こ
い
カ
ユ

　　　　　

●乾燥すると､カサついてかゆい時に。

●お風呂あがりや就寝前に、かゆみを感じるカサカサ皮膚に。

　　　　

＊かき傷や炎症があると､しみますのでご注意ください。

ウレパール゜フ,ヲスローΞノヨン

｢菊‾‾ｉ‾7‾－‾粟1かゆみを伴う屹燥性皮膚(老人･成人の屹皮痙､小児の屹燥性皮膚)

｢ji3nF粟覆面用1乾燥|性皮膚の治療には|､Iかゆみを早めに止め|る|と同時に､Iカサカサした皮膚を正常|にす

　　　　　　　　

ることが重要です。

①自然保温因子の尿素と､ビタミンＥが｡かさつく肌をなめらかにし､潤いを与えます。

②塩酸ジフェンヒドラミン､ｄ－カンフル｡リドカインの３種愚の薬剤が､不快なかゆみをしずめます。

　

メーカー希望小充価格100ml､2,000円(消費税抜き)

※お求めは､薬局､薬店｡デパートやスーパーの薬品部で。

　　　　　

この医薬品は､｢使用上の注意｣をよく読んで正しくお使いください。
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からだにやさしい水｢うぶ｣は、

水道水やミネラルウォータ

ーと述い.ff害成分や不純物

を･μJ含まず､とてもまろや

かでソフトな喉越しです。

｢うぶ｣は､水の粒r･が小さく

目に含むと､驚くほどからだ

にスムーズに吸収され､細胞

の才みすみまでいきわたり、

体内を浄化してくれます。

また､石純物の介まない水で

調jl!すると､素材の味と風味

を最人限に引き出してくれ

ますのでｊ

けでも美味しくいただくこ

とができます。

　

逆浸透膜浄水器

　

道腎協会員様

　　

限定販売

逆浸透膜浄水器は､titwで唯

　

-水道水中の有宵な成分を

すべて除去し､ff益なミネラ

ルだけを残した腐敗しない

珊!想の水を作る画間的な浄

水器です。

ご家庭で､からだにやさしい

水｢うぶ｣を、III約９０円の

　　　　

ー
ランニングコストで最大

190fi生産できますので、
人;変おトクで継済的です。

(詳しくは､㈱ブロテックま
でお問い含わせください｡)

　

当11:では、容器ご持参の方

に「うぶ」を無料提供して
おります。

但し。電話でのごp約をお噸
い致します。

●

り
４
ヽ
詔
腿
範
民
屋

ｙ
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?

、

Ｃ
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ｌ

一般小売価格２

　　　

八咆
道腎協特別価

ｒ
―
ｉ

■お問い合わせ､ご注文は下記まで

　

◇受付時間

　

午前10:00～午後5:00 ( Iこ目･祝日を除く）

　　　　　　　

株式会社

　

プロテック

　　　　　　　

札幌市自石区本郷通７丁口南3－2

　　　　　　　

TEL on (864)4132

　　　　　　　

鰐－0120 － 887632 （ははなるみず）

　

旭川地区収扱店

　

かがやき|:房

　

TKL 0166(29)1294

刈こしでみjだ1，
I｀－.
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購
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は

会
費
に
含
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皮膚トラブルで

お困りの方へ

紳ｒ’

j?1？k

V1.000

つために‥･
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心

≒勺

ご使用の際には､説明魯を必すお読みください

スキンケアC

乾燥による皮膚のトラブルに

皮膚の防御機能を高め､皮膚を清潔

にし､皮膚を保護し､乾燥や肌あれを防

止する全身用スキンクリームです

毎日お使いいただける使い心地の良

い低刺激性のクリームです．

以通計

皮膚にトニック効果を

　

DIｽｷﾝﾄﾆｯｸEX50

j11S

ヅｏ°

さわやかな使い心地のシェルタイプの

全身用スキンローションです‥

毎日お使いいただける低刺激性のシェ

ルです，

株式歯社メディカルトラスト
【|
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